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新宿センタービル51階

0120 ー 308 ー 512
本 社 営 業 部 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 1-25-1
札 幌 営 業 所 北海道札幌市中央区南一条西10-4
盛 岡 営 業 所 岩手県盛岡市盛岡駅西通 2-9-1
仙 台 営 業 所 宮城県仙台市青葉区二日町 13-22
郡 山 営 業 所 福 島 県 郡 山 市 駅 前 2-10-15
新 潟 営 業 所 新潟県新潟市中央区弁天 3-2-3
宇都宮営業所 栃木県宇都宮市大通り 2-4-3
高 崎 営 業 所 群馬県高崎市八島町 68-17
水 戸 営 業 所 茨 城 県 水 戸 市 城 南 3-12-6
つ く ば 営 業 所 茨 城 県 つ く ば 市 竹 園 1-6-1
熊 谷 営 業 所 埼 玉 県 熊 谷 市 筑 波 2-15
さいたま営業所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-9-4
柏 営 業 所 千 葉 県 柏 市 柏 4-8-14
千 葉 営 業 所 千葉県千葉市中央区新田町 1-1
横 浜 営 業 所 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-19-11
相模原営業所 神奈川県相模原市中央区鹿沼台2-17-18
藤 沢 営 業 所 神 奈 川 県 藤 沢 市 藤 沢 484-1
長 野 営 業 所 長 野 県 長 野 市 栗 田 1000-1
甲 府 営 業 所 山梨県甲府市下石田 2-16-22
沼 津 営 業 所 静 岡 県 沼 津 市 大 手 町 3-3-8
静 岡 営 業 所 静岡県静岡市葵区黒金町１１- ７
浜 松 営 業 所 静岡県浜松市中区板屋町111-2
岡 崎 営 業 所 愛 知 県 岡 崎 市 唐 沢 町 11-5
名古屋営業所 愛知県名古屋市東区葵3-15-31
金 沢 営 業 所 石 川 県 金 沢 市 本 町 2-15-1
京 都 営 業 所 京都府京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町566-1
大 阪 営 業 所 大阪府大阪市北区西天満4-14-3
堺 営 業 所 大 阪 府 堺 市 堺 区 南 花 田 口 町 2-3-20 
神 戸 営 業 所 兵庫県神戸市中央区磯上通 8-3-5
姫 路 営 業 所 兵 庫 県 姫 路 市 南 駅 前 町 100
岡 山 営 業 所 岡山県岡山市北区下石井 2-1-18
広 島 営 業 所 広島県広島市中区銀山町４-17
高 松 営 業 所 香川県高松市サンポート 2-1
松 山 営 業 所 愛 媛 県 松 山 市 一 番 町 3-3-3
北九州営業所 福岡県北九州市小倉北区浅野 2-14-1
福 岡 営 業 所 福岡県福岡市博多区博多駅前1-2-5
熊 本 営 業 所 熊 本 県 熊 本 市 九 品 寺 2-1-24
鹿児島営業所 鹿児島県鹿児島市西千石町1-32
沖 縄 営 業 所 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1
テクノ・サテライト・オフィス 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション
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Techno's Thinking

向
か
い
風
こ
そ
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

五
街
道
を
走
る
「
ゴ
ミ
拾
い
駅
伝
」

Spring 2012

火
力
発
電
所
の
燃
料
費
が
か

さ
み
収
益
が
悪
化
。
今
回
の

値
上
げ
で
約
４
０
０
０
億
円

の
収
支
改
善
を
見
込
ん
で
い

る
。
東
京
電
力
は
、
燃
料
費

の
増
加
分
な
ど
を
考
慮
し
て

の
料
金
引
き
上
げ
で
あ
り
、

原
発
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償

や
廃
炉
に
か
か
わ
る
追
加
費

用
な
ど
を
含
ん
だ
も
の
で
は

な
い
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
認
可
が
必
要
な
家

庭
向
け
な
ど
の
規
制
部
門
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
な
値
上

げ
幅
は
発
表
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
総
合
特
別
事
業
計
画
な

ど
に
盛
り
込
ま
れ
、
国
の
申

原
子
力
発
電
所
が
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
停
止
し
て
い

る
な
か
、
負
担
の
増
加
し
た

　

東
京
電
力
の
値
上
げ
は
、

第
２
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の

１
９
８
０
年
以
来
の
こ
と
。

請
を
受
け
る
よ
う
だ
。

　

値
上
げ
は
使
用
量
の
１
㌔

㍗
時
に
つ
き
一
律
に
加
算
さ

れ
る
も
の
。
加
算
額
は
、
特

別
高
圧
２
円
58
銭
、
高
圧
２

▼
自
由
化
部
門
／
規
制
部
門

　

契
約
電
力
50
㌔
㍗
以
上

（
標
準
電
圧
６
０
０
０
Ｖ
以

上
）
の
需
要
家
は
電
気
を
供

給
す
る
事
業
者
を
自
由
に
選

べ
る
。
こ
れ
が
日
本
の
電
力

市
場
に
お
け
る
自
由
化
部
門

で
あ
る
。
こ
の
市
場
に
電
気

を
供
給
で
き
る
事
業
者
は
、

大
手
電
力
会
社
（
一
般
電
気

事
業
者
）
に
加
え
、
新
規
参

入
の
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
特
定
規
模
電

気
事
業
者
）
も
含
ま
れ
る
。

　

一
般
家
庭
な
ど
50
㌔
㍗
未

満
は
規
制
部
門
。
こ
こ
で
は

供
給
先
が
一
般
電
気
事
業
者

に
限
定
さ
れ
る
が
、
電
気
料

金
は
規
制
・
保
護
の
対
象
。

円
61
銭
で
、
基
本
料
金
の
値

上
げ
は
な
い
。
こ
の
加
算
額

の
単
価
は
、
燃
料
費
な
ど
の

増
加
分
か
ら
経
営
合
理
化
に

よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
分
を
差

し
引
い
て
求
め
た
も
の
だ
と

し
て
い
る
。
値
上
げ
の
対
象

と
な
る
需
要
家
は
工
場
や
オ

フ
ィ
ス
な
ど
自
由
化
部
門
の

約
24
万
件
。

㍗
、
月
間
使
用
量
１
６
０
万

㌔
㍗
時
の
需
要
家
の
場
合
、

年
間
約
４
９
５
４
万
円
の
増

加
と
な
り
、
値
上
げ
率
は

18
・
１
％
に
な
る
。
同
様
に

高
圧
の
業
務
用
電
力
の
種
別

で
契
約
電
力
１
５
０
㌔
㍗
、

月
間
使
用
量
３
万
３
０
０
０

㌔
㍗
時
の
需
要
家
で
は
年
間

約
１
０
３
万
円
増
に
な
り
、

値
上
げ
率
は
13
・
４
％
。
平

均
で
は
17
％
増
に
な
る
。　

　

今
回
、
東
京
電
力
が
発
表

資
料
で
示
し
た
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
よ
る
と
、
特
別
高
圧
季

節
別
時
間
帯
別
電
力
Ａ
の
種

別
で
契
約
電
力
４
０
０
０
㌔

電
気
料
金 
平
均
17
％
値
上
げ

総
合
特
別
事
業
計
画
が
区
切
り

電気料金値上げのモデルケース

森
林
吸
収
量
な
ど
考
慮
で
基
準
年
比
10
・３
％
減
2010年度排出量

グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ー
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

Ｃ
Ｏ
２
濃
度 
過
去
80
万
年
で
最
高
水
準

　

２
０
１
０
年
度
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
が
、
前
年
比

で
３
・
９
％
増
加
し
、
こ
の

と
こ
ろ
低
減
傾
向
に
あ
っ
た

わ
が
国
に
と
っ
て
は
極
め
て

残
念
な
結
果
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
後
の
生
産
の
持
ち
直
し
と

猛
暑
が
原
因
で
あ
る
が
、
２

０
１
１
年
度
は
、
東
日
本
大

震
災
で
緊
急
停
止
し
た
原
子

力
発
電
の
代
替
と
し
て
、
天

然
ガ
ス
を
中
心
と
す
る
火
力

発
電
が
フ
ル
稼
働
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
排
出

量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

　

原
子
力
発
電
設
備
容
量
は

現
在
１
０
０
万
〜
１
４
０
万

㌔
㍗
で
あ
り
、
石
油
火
力
で

こ
の
発
電
量
を
置
き
換
え
る

と
、
年
間
使
用
電
力
は
１
０

３
億
㌔
㍗
時
で
あ
る
こ
と
か

ら
１
基
当
た
り
約
７
０
０
万

㌧
の
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）

が
余
分
に
排
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

ま
た
、原
子
力
発
電
所
は
、

13
カ
月
運
転
す
る
と
、
定
期

点
検
を
行
う
こ
と
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
大

震
災
以
降
も
順
次
定
期
補
修

に
入
っ
て
い
る
。
通
常
で
あ

れ
ば
、
補
修
終
了
後
直
ち
に

再
稼
働
で
き
る
の
だ
が
、
現

状
で
は
、
自
治
体
お
よ
び
住

民
の
再
稼
働
へ
の
合
意
が
必

要
で
あ
る
こ
と
と
、
新
た
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
ス
ト
レ
ス

テ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
再

稼
働
は
難
し
く
、
現
在
54
基

の
原
子
力
発
電
所
の
う
ち
２

基
し
か
動
い
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
来
社
会

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
人
々
の
生

活
を
支
え
る
は
ず
の
電
力
シ

ス
テ
ム
は
、
震
災
に
よ
っ
て

大
打
撃
を
受
け
た
だ
け
で
な

く
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加

や
目
に
見
え
な
い
放
射
能
汚

染
の
元
凶
に
な
り
、
自
然
災

害
に
起
因
す
る
人
災
を
引
き

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
震
災
後
の
関
係

者
の
対
応
は
迅
速
で
、
国
民

も
夏
季
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約

な
ど
需
要
家
側
か
ら
の
協
力

を
惜
し
ま
ず
、
自
助
努
力
で

最
大
電
力
低
減
に
寄
与
し
た

こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ

る
。
電
力
会
社
も
、
こ
の
よ

う
な
想
定
外
の
震
災
を
受

け
、
電
源
の
約
半
数
を
一
時

的
に
失
い
、
輪
番
停
電
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
未
曾
有
の
事

態
を
経
験
す
る
と
、
た
と
え

コ
ス
ト
高
で
あ
っ
て
も
、
公

共
性
の
高
い
施
設
に
お
い
て

は
需
要
家
側
で
緊
急
時
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
を
自
ら
で

準
備
す
る
こ
と
を
支
援
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

震
災
は
不
幸
な
出
来
事
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
教
訓
に

自
然
災
害
に
強
い
地
域
主
導

の
地
産
地
消
型
の
電
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く

機
会
に
も
な
る
。

▼
カ
ン
ク
ン
合
意

　

２
０
１
０
年
に
開
催
さ

れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約

第
16
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
16
）
で
採
択
さ
れ
た

合
意
。
開
催
地
が
メ
キ
シ

コ
の
カ
ン
ク
ン
だ
っ
た
た

め
に
カ
ン
ク
ン
合
意
と
呼

ば
れ
る
。

　

２
０
５
０
年
ま
で
に
世

界
規
模
で
温
室
効
果
ガ
ス

の
大
幅
排
出
削
減
を
実
施

す
る
な
ど
の
前
提
の
も

と
、
緑
の
気
候
基
金
や
気

候
技
術
セ
ン
タ
ー
の
設

立
、
森
林
等
吸
収
源
に
関

す
る
取
り
決
め
、
各
国
削
減

策
に
関
す
る
報
告
と
検
証
の

ル
ー
ル
化
な
ど
と
い
っ
た
内

容
が
合
意
さ
れ
た
。

▼
温
室
効
果
ガ
ス

　

地
球
は
太
陽
か
ら
受
け
た

熱
を
そ
の
ま
ま
反
射
せ
ず
、

適
度
な
熱
を
大
気
中
に
と
ど

め
る
作
用
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
作
用
を
も
た
ら
す
の
が

温
室
効
果
ガ
ス
だ
。
こ
れ
ま

で
地
球
の
生
態
系
は
一
定
の

温
室
効
果
に
よ
っ
て
保
た
れ

て
い
た
。
だ
が
、
人
間
に
よ

る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
増
に

よ
り
、
気
温
が
過
剰
に
上
昇

す
る
「
地
球
温
暖
化
」
が
懸

念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

京
都
議
定
書
で
は
、
人
間

に
よ
り
排
出
さ
れ
る
６
つ
の

温
室
効
果
ガ
ス
を
対
象
に

排
出
削
減
の
ル
ー
ル
を
定

め
て
い
る
。

　

対
象
の
温
室
効
果
ガ
ス

は
以
下
の
６
種
。
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）、
メ
タ

ン
（
Ｃ
Ｈ
４

）、
一
酸
化

二
窒
素
（
Ｎ
２

Ｏ
）、
ハ

イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ

ン
類
（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ｓ

）、
パ

ー
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
類

（
Ｐ
Ｆ
Ｃ
Ｓ

）、
六
ふ
っ
化

硫
黄
（
Ｓ
Ｆ
６

）。

　

な
お
、
京
都
議
定
書
で

は
１
９
９
０
年
度
を
基
準

年
と
設
定
し
て
い
る
が
、

Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ｓ

、
Ｐ
Ｆ
Ｃ
Ｓ

、

Ｓ
Ｆ
６

の
３
種
に
つ
い
て

は
１
９
９
５
年
に
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

2012年冬季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

答
え
は
左
の
通
り

で
す
。
グ
レ
ー
の

二
重
囲
み
マ
ス
に

あ
る
４
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
た
「
チ
キ

ュ
ウ
」
が
正
解
で
し
た
。

　

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

答えは「チキュウ」
（地球）でした。

多数のご応募ありがとうございました。

　

２
０
１
１
年
11
月
28
日
か
ら

12
月
11
日
ま
で
南
ア
フ
リ
カ
共

和
国
の
ダ
ー
バ
ン
で
気
候
変
動

枠
組
条
約
第
17
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
17
）
が
開
催
さ
れ
た
。

協
議
は
難
航
し
、
予
定
し
て
い

た
会
期
を
１
日
半
延
長
し
て
の

閉
幕
と
な
っ
た
。

　

主
要
な
議
題
は
大
き
く
２

つ
。
１
つ
は
、
２
０
１
２
年
末

で
第
１
約
束
期
間
が
終
了
す
る

京
都
議
定
書
に
つ
い
て
。
そ
の

ま
ま
約
束
期
間
を
延
長
す
る
か

ど
う
か
で
意
見
が
分
か
れ
た

が
、
現
行
の
ま
ま
第
２
約
束
期

間
を
設
定
す
る
こ
と
で
合
意
さ

か
わ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の

新
た
な
国
際
的
枠
組
み
づ
く

り
。
枠
組
み
の
詳
細
は
今
後
の

検
討
課
題
と
し
な
が
ら
も
「
ダ

ー
バ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

と
い
う
ル
ー
ル
を
２
０
２
０
年

に
発
効
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
。
ダ
ー
バ
ン
プ
ラ
ッ
ト
・
フ

ォ
ー
ム
は
遅
く
と
も
２
０
１
５

年
ま
で
に
必
要
な
法
的
文
書
の

作
成
な
ど
を
行
う
。

　

ま
た
前
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
で
採

択
さ
れ
た
カ
ン
ク
ン
合
意
に
基

づ
き
、
緑
の
気
候
基
金
に
つ
い

て
基
本
設
計
が
合
意
さ
れ
る
な

ど
前
回
の
合
意
事
項
を
実
施
す

る
た
め
の
一
連
の
決
定
も
行
わ

れ
た
。

　

な
お
、
次
回
Ｃ
Ｏ
Ｐ
18
が
カ

タ
ー
ル
の
ド
ー
ハ
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
も
決
定
し
た
。

れ
た
。
た
だ
し
、
延
長
に
反
対

し
て
い
た
日
本
は
、
カ
ナ
ダ
や

ロ
シ
ア
と
と
も
に
第
２
約
束
期

間
へ
の
参
加
は
し
な
い
。

　

２
つ
目
は
、
京
都
議
定
書
に

調
査
結
果
を
ま
と
め
た
評
価

報
告
書
は
、
２
０
１
１
年
12

月
５
日
、
英
国
気
候
変
動
専

門
月
刊
誌
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
・

ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・
チ
ェ
ン

ジ
」
電
子
版
に
掲
載
さ
れ
て

あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ー
ボ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
：

日
本
の
国
立
環
境
研
究
所
と

豪
州
連
邦
科
学
産
業
研
究
機

構
に
事
務
局
が
設
置
さ
れ
て

い
る
）
が
明
ら
か
に
し
た
。

　

２
０
１
０
年
の
大
気
中
の

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
濃

度
が
、
過
去
80
万
年
の
記
録

の
中
で
最
も
高
い
水
準
の
３

８
９ｐ
ｐ
ｍ
に
達
し
た
こ
と

を
、
国
際
的
な
研
究
機
関
で

い
る
。

　

評
価
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

２
０
０
８
〜
２
０
０
９
年
に

は
世
界
的
金
融
危
機
に
よ
っ

て
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は

減
少
し
た
も
の
の
、
２
０
１

０
年
に
は
、
前
年
比
５
・
９

％
増
と
い
う
記
録
的
な
増
加

に
転
じ
て
、
過
去
最
高
水
準

の
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
に
達
し
た
と

い
う
。
今
回
の
記
録
的
な
排

出
量
の
増
加
に
は
、
中
国
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
ロ
シ

ア
、
欧
州
連
合
の
排
出
量
状

況
が
大
き
く
影
響
し
て
い

て
、
そ
れ
に
加
え
新
興
国
経

済
圏
か
ら
の
排
出
量
も
継
続

的
に
増
加
し
て
い
る
。
評
価

報
告
書
で
は
、
世
界
金
融
危

機
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の

排
出
削
減
効
果
は
、
短
期
間

で
効
力
を
失
っ
た
と
分
析
し

て
い
る
。

第
２
約
束
期
間
設
定
、
日
本
不
参
加

COP17 会期延長で閉幕

　

２
０
１
２
年
１
月
、
東
京
電
力
は
自

由
化
部
門
（
標
準
電
圧
６
０
０
０
Ｖ
以

上
。
一
般
に
契
約
電
力
50
㌔
㍗
以
上
）

の
需
要
家
に
対
し
、
同
年
４
月
か
ら
の

電
気
料
金
の
値
上
げ
を
発
表
し
た
。

　

値
上
げ
の
金
額
は
、
特
別
高
圧
（
標

準
電
圧
２
万
Ｖ
以
上
）
の
需
要
家
で
１

㌔
㍗
時
当
た
り
２
円
58
銭
。
高
圧
（
同

６
０
０
０
Ｖ
以
上
）
の
需
要
家
で
２
円

61
銭
。
平
均
す
る
と
17
％
の
値
上
げ
に

な
る
。

　

値
上
げ
に
は
各
方
面
か
ら
の
反
発
が

相
次
ぎ
、
最
終
的
に
は
、
政
府
の
原
子

力
損
害
賠
償
支
援
機
構
と
東
京
電
力
と

が
２
０
１
２
年
３
月
中
に
ま
と
め
る

「
総
合
特
別
事
業
計
画
」
な
ど
で
変
更

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

日本の温室効果ガス排出量

樹
木
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
ほ
か

「
省
エ
ネ
の
達
人
」
に
学
ぶ
エ
コ
ノ
ウ
ハ
ウ

壁
を
埋
め
尽
く
す
エ
コ
プ
ロ
新
聞

日
本
の
環
境
教
育

環境政策最前線
識者COLUMN

　

料
金
は
利
用

し
た
お
客
が
決

め
る
│
│
そ
ん

な
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
て
い
る

温
泉
旅
館
が
あ
る
。
愛
知
県

新
城
市
に
あ
る
奥
三
河
・
湯

谷
温
泉
「
は
づ
別
館
」。
多

く
の
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
の
で
既
知
の
読
者
も

多
い
だ
ろ
う
。
同
館
は
、
30

年
前
の
１
９
８
２
年
か
ら
、

宿
泊
代
は
施
設
や
食
事
、
サ

ー
ビ
ス
に
対
し
て
、
そ
れ
を

利
用
し
た
お
客
が
適
正
だ
と

思
う
金
額
を
払
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
る
。

▼
こ
れ
ま
で
１
０
０
円
か
ら

数
万
円
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

金
額
を
受
け
た
と
い
う
。
だ

が
破
綻
す
る
こ
と
な
く
、
長

期
に
わ
た
り
こ
の
料
金
体
系

が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
宿
の

質
の
高
さ
も
あ
る
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
に
加
え
、
人
の
良

心
が
失
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

ち
な
み
に
、
２
０
０
９
年
に

逝
去
し
た
ロ
ッ
ク
シ
ン
ガ
ー

の
忌
野
清
志
郎
さ
ん
も
こ
の

旅
館
の
常
連
だ
っ
た
。

▼
料
金
は
明
示
せ
ず
、
宿
泊

場
所
を
提
供
し
、
食
料
も
与

え
、
さ
ら
に
は
四
季
の
彩
り

も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
場
所

は
、
ほ
か
に
も
あ
る
。
今
、

暮
ら
し
て
い
る
こ
の
場
所

だ
。
地
球
は
そ
れ
を
利
用
す

る
者
た
ち
に
、
見
返
り
の
要

求
額
を
示
し
て
は
い
な
い
。

▼
利
用
料
を
精
算
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
き
が
来
る
と

し
た
ら
、
私
た
ち
は
、
い
っ

た
い
ど
れ
だ
け
の
代
金
を
支

払
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。
も

し
そ
の
と
き
が
来
て
も
、
良

心
を
捨
て
る
よ
う
な
醜
態
は

さ
ら
し
た
く
な
い
。

　

２
０
１
１
年
12
月
、
環
境

省
は
２
０
１
０
年
度
の
日
本

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

（
速
報
値
）
を
公
表
し
た
。

排
出
量
は
12
億
５
６
０
０
万

㌧
で
、
前
年
と
比
べ
３
・
９

％
増
加
。
排
出
量
が
増
加
に

転
じ
た
の
は
３
年
ぶ
り
。
同

省
の
発
表
で
は
、
増
加
の
原

因
を
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
落
ち

込
ん
だ
生
産
が
回
復
し
て
産

業
部
門
か
ら
排
出
量
が
増
え

た
こ
と
や
、
猛
暑
厳
冬
に
よ

る
電
力
消
費
の
増
加
な
ど
、

と
み
て
い
る
。

　

京
都
議
定
書
（
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
量
を
定
め

た
国
際
的
な
取
り
決
め
）が
、

日
本
に
定
め
て
い
る
の
は
、

基
準
年（
原
則
１
９
９
０
年
）

か
ら
の
６
％
削
減
。
そ
の
削

減
量
を
２
０
０
８
〜
２
０
１

２
年
度
の
平
均
値
と
し
て
示

す
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
削

減
量
は
10
・
３
％
減
（
排
出

量
取
引
と
い
っ
た
京
都
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
活
用
や
森
林
吸
収

量
を
考
慮
し
た
数
値
）。
２

０
０
８
年
度
の
同
様
の
数
値

は
８
・
８
％
減
、
２
０
０
９

年
度
は
13
・
６
％
減
だ
っ
た
。

こ
の
３
年
の
平
均
は
10
・
９

％
減
だ
。
な
お
、
基
準
年
の

排
出
量
は
12
億
６
１
０
０
万

㌧
で
、
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

森
林
吸
収
量
を
考
慮
し
な
い

比
較
で
は
２
０
１
０
年
度
は

０
・
４
％
の
減
少
だ
っ
た
。

　

２
０
１
０
年
度
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
起
源
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２

）
排
出
量
を
部
門
別
に

前
年
か
ら
の
増
減
で
み
る

と
、
工
場
な
ど
の
「
産
業
部

門
」
が
３
３
０
０
万
㌧
（
８
・

５
％
）
増
、
自
動
車
・
船
舶

な
ど
の
「
運
輸
部
門
」
が
２

１
０
万
㌧
（
０
・
９
％
）
増
、

「
家
庭
部
門
」
が
１
１
０
０

万
㌧
（
６
・
８
％
）
増
、
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
・
事
業
所
な

ど
の
「
業
務
そ
の
他
部
門
」

が
１
２
０
万
㌧
（
０
・
５
％
）

増
、
発
電
所
な
ど
の
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
部
門
」
が
４
万

㌧
（
０
・
１
％
）
増
と
な
っ

て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
２

以
外
の
温

室
効
果
ガ
ス
で
は
、
メ
タ
ン

が
前
年
比
２
・
２
％
減
、
一

酸
化
二
窒
素
が
同
３
・
２
％

減
、
代
替
フ
ロ
ン
な
ど
が
同

８
・
５
％
増
で
あ
っ
た
。

　

な
お
こ
の
速
報
値
は
の
ち

に
発
表
さ
れ
る
確
定
値
と
差

が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
。

横
山 

隆
一

早
稲
田
大
学

理
工
学
術
院

教
授

温
室
効
果
ガ
ス 

３
年
ぶ
り
に
増
加

出所：環境省発表資料

主な合意内容

エ
コ
ス
ポ

東京電力 自由化部門

ギ 　 ユ ク 　
ジ ョ 　 モ チ
ュ ウ グ 　 エ
ツ 　 ウ カ ブ
　 キ ス 　 ク

● 京都議定書関連
・第１約束期間終了後の2013
年以降は、現行の京都議定書
を延長して第２約束期間を設
定する。
・日本は、カナダやロシアとと
もに第２約束期間には参加し
ない。

● 将来の枠組み
・次の国際的枠組みとなる「ダ
ーバン・プラットフォーム」を
2020年に発効する。
・ダーバン・プラットフォームは
遅くとも2015年までに作成
する。

● カンクン合意関連
・緑の気候基金の基本設計に合
意など。

2010年

（CO2換算）

（億㌧）

基準年 20082007 2009 2010

２
０
０
８
〜
２
０
１
２
年
平
均
で
６
％
減

【
京
都
議
定
書
削
減
約
束
】

8

9

10

11

12

13

▲13.6
▲10.3

▲8.8

１２億5600万㌧
（基準年比▲0.4%）

排出量に森林吸収量
と排出量取引分を考
慮した基準年比。３年
の平均で▲10.9％。

特別高圧
（百貨店、大規模事業所ビルなど）

契約種別 特別高圧季節別
時間帯別電力A

契約電力 4,000kW
月間使用量 160万 kWh

高圧（業務用）
（中小スーパー、事務所など）
契約種別 業務用電力
契約電力 150kW
月間使用量 3万3,000kWh

14.27 → 16.85

19.51 → 22.12

月
額

月
額

18.1％ UP

13.4％ UP

東京電力発表資料をもとに作成。

単 価
（円 /kWh）

単 価
（円 /kWh）

年
額

年
額

Before：約2億7,400万円

Before：約773万円

Before：約2,283万円

Before：約64万円

After：約3億2,354万円

After：約876万円

After：約2,696万円

After：約73万円

約
４
９
５
４
万
円
増

約
１
０
３
万
円
増

約
４
１
３
万
円
増

約
９
万
円
増

この記事は、２０１２年１月
17日付で東京電力から発
表された内容をもとに作成
しています。記事作成時
の2012年３月12日以降
「総合特別事業計画」の公
表などにより、内容が大き
く変わる可能性もあります。

自
然
災
害
に
も
負
け
な
い

電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

スマートクロック
テーマ曲
無料配信中
ココにアクセス↓

詳しくは本紙４面で

http://www.n-techno.co.jp/index.html
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
https://www.nichidenkyo.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://econews.jp/newspaper/frontline/index.html
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の
企
業
が
、
電
気
代
に
対
し
て
、
興
味

や
関
心
を
持
ち
、
対
応
策
を
模
索
し
て

き
た
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

昨
年
夏
の
使
用
制
限
や
節
電
要
請
は

あ
く
ま
で
も
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
だ
っ
た
。

だ
が
、
現
在
の
電
気
料
金
を
上
昇
さ
せ

て
い
る
の
は
、
総
量
に
対
し
て
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。つ
ま
り
、

企
業
は
、
電
力
使
用
量
（
総
量
）
へ
の

さ
ら
な
る
省
エ
ネ
活
動
を
推
進
し
、
企

業
体
質
を
強
く
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

小
欄
で
何
度
も
述
べ
て
い
る
が
、
省

エ
ネ
の
基
本

は
「
運
用
改

善
」「
設
備
改

善
」「
調
達
改

善
」
の
３
つ

で
あ
る
。
そ

の
中
で
効
果

に
優
れ
最
も
波
及
力
が
大
き
い
の
が
、

人
に
よ
る
電
気
の
使
い
方
を
見
直
す

「
運
用
改
善
」
だ
。
そ
れ
は
小
社
が
多

く
の
ユ
ー
ザ
ー
と
と
も
に
実
証
し
て
き

た
結
果
で
も
あ
る
。

　

運
用
改
善
は
、
ま
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

「
見
え
る
化
」
か
ら
始
ま
る
。
ど
れ
だ

け
使
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
使

っ
て
い
る
の
か
、
を
把
握
し
て
か
ら
、

ど
こ
に
無
駄
が
あ
る
の
か
、
削
減
は
可

能
な
の
か
を
見
極
め
る
。
次
は
、
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
省
エ
ネ
活
動
を
実
施
す

る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
ア
ク
シ

ョ
ン
に
移
っ
て
い
く
。
や
み
く
も
に
空

調
や
照
明
を
消
し
て
も
、
従
業
員
の
反

感
を
買
っ
た
り
、
士
気
の
低
下
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
る
。
し
っ
か
り
と
意
識

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
ん
な
と
き

に
「
使
い
過
ぎ
」
な
の
か
を
共
有
し
、

理
解
す
る
こ
と
で
無
駄
が
な
く
な
っ
て

い
く
。

　

従
業
員
は
省
エ
ネ
活
動
が
仕
事
で
は

な
い
。
そ
の
た
め
、
本
来
の
業
務
で
は

な
い
省
エ
ネ
活
動
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ

て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。
そ
ん
な
従
業

員
に
無
理
に
で
は
な
く
、
自
発
的
に
省

エ
ネ
活
動
へ
向
か
う
よ
う
な
仕
掛
け
も

必
要
と
な
っ
て
く
る
。
最
初
は
、
ト
ッ

プ
か
ら
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
要

だ
。
会
社
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
や
そ

の
意
味
を
明
言
す
る
こ
と
で
、
そ
の
後

の
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。そ
し
て
、

エ
コ
リ
ー
ダ
ー
を
任
命
し
、
リ
ー
ダ
ー

に
全
権
を
与
え
た
省
エ
ネ
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
推
進
さ
せ
る
。
自
発
的
な
省
エ

ネ
活
動
は
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
つ
く

る
こ
と
で
生
ま
れ
て
く
る
。

　

一
方
で
、
従
業
員
へ
の
意
識
の
徹
底

で
考
え
る
な
ら
ば
、
自
分
自
身
の
仕
事

の
生
産
性
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
実

は
省
エ
ネ
で
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
せ
て

い
き
た
い
。
あ
る
板
金
加
工
の
企
業
で

は
、ス
ピ
ー
ド
こ
そ
省
エ
ネ
と
考
え
て
、

分
単
位
で
の
作
業
効
率
の
見
直
し
を
図

っ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
部
品
製
造
会

社
で
は
不
良
品
を
社
内
で
す
べ
て
公
開

し
、
そ
の
対
応
策
を
全
社
員
で
検
討
す

る
こ
と
で
、
不
良
品
率
を
下
げ
た
。

　

も
っ
と
単
純
な
取
り
組
み
は
、
残
業

を
減
ら
す
こ
と
だ
。
夜
中
ま
で
残
っ
て

仕
事
を
し
て
い
る
と
、
そ
の
間
、
空
調
、

照
明
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り

人
が
居
る
だ
け
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
使

わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
小
社
で
は「
人
間
待
機
電
力
」

と
呼
ん
で
い
る
。
人
間
待
機
電
力
を
減

ら
す
こ
と
は
残
業
代
の
削
減
に
も
つ
な

が
る
。
一
つ
ひ
と
つ
の
事
象
は
個
人
に

と
っ
て
些
細
な
こ
と
で
も
小
さ
な
削
減

を
積
み
上
げ
て
い
け
ば
電
気
代
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
ほ
か
の
コ
ス
ト
削
減
に

も
つ
な
が
る
の
だ
。

　

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
電
気
料

金
の
値
上
が
り
と
い
う
い
わ
ば
向
か
い

風
は
、「
運
用
改
善
」
を
試
み
、
そ
れ

を
業
務
改
善
に

つ
な
げ
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
と

考
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。
か

つ
て
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
を
乗

り
越
え
た
日
本
で
あ
れ
ば
、
成
し
遂
げ

ら
れ
る
は
ず
だ
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
強

い
日
本
へ
と
発
展
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

小
社
が
ス
ト
ッ
ク
し
て
き
た
省
エ
ネ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
テ

レ
ビ
番
組「
省
エ
ネ
の
達
人『
企
業
編
』」

で
公
開
し
て
い
る
。
多
く
の
企
業
の
知

恵
を
共
有
し
、
さ
ら
に
新
し
い
知
恵
を

絞
り
出
し
、
１
社
で
も
多
く
の
企
業
と

難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。

　

日
本
の
海
に
は
限
り
な
い
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。

　

日
本
の
国
土
は
約
38
万
平
方

㌔
㍍
。
世
界
１
９
５
カ
国
中
61

番
目
と
大
き
い
ほ
う
で
は
な
い

が
、
経
済
的
利
益
が
認
め
ら
れ

て
い
る
水
域
は
４
４
７
万
平
方

㌔
㍍
（
排
他
的
経
済
水
域
を
含

む
）
に
な
る
。
世
界
で
は
６
番

目
。
海
水
の
体
積
は
１
５
８
０

万
立
方
㌔
㍍
で
世
界
で
な
ん
と

４
番
目
だ
。

　

そ
ん
な
恵
ま
れ
た
環
境
も
、

東
日
本
大
震
災
以
降
、
思
う
よ

う
な
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
。

そ
こ
で
、
東
北
各
地
で
水
産
業

復
興
を
目
指
し
た
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
宮
城
県
南
三

陸
町
の
志
津
川
湾
。
銀
ザ
ケ
養

殖
発
祥
の
地
と
も
い
わ
れ
、
カ

キ
や
ワ
カ
メ
な
ど
の
養
殖
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
き
た
場
所
だ
。

こ
こ
で
は
、
か
つ
て
約
５
０
０

隻
あ
っ
た
船
が
津
波
で
流
さ
れ

９
割
を
失
っ
て
い
る
。

　

目
指
す
は
、
災
害
に
強
い
漁

場
づ
く
り
と
環
境
に
配
慮
し
た

漁
業
づ
く
り
。
が
れ
き
を
取
り

除
き
な
が
ら
つ
く
る
い
け
す

は
、
以
前
よ
り
も
間
隔
を
空
け

て
設
置
。
数
も
震
災
前
の
よ
う

に
は
増
や
さ
な
い
。
こ
う
し
た

余
裕
を
持
っ
た
養
殖
場
づ
く
り

は
、
環
境
配
慮
と
災
害
対
策
が

考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

ま
ず
、
津
波
被
害
が
拡
大
し

た
要
因
と
し
て
養
殖
施
設
の
密

１
〜
２
０
１
０
年
の
30
年
の

平
均
を
基
準
値
と
し
、
そ
の

年
の
平
均
気
温
を
基
準
値
か

ら
差
し
引
い
て
求
め
る
。

　

長
期
的
な
傾
向
と
し
て
世

電
気
料
金
値
上
げ
の
向
か
い
風
を
逆
手
に
取
り

「
運
用
改
善
」
で
強
い
日
本
を
つ
く
る
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日本の海、漁業の復興を目指して

集
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
養
殖
が
過
密
に
な
る
と
、

エ
サ
の
投
与
や
魚
の
フ
ン
が
過

剰
に
な
り
水
質
も
悪
化
す
る
。

海
の
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
も
、
津
波
対
策
の
た
め
に
も

適
切
な
漁
場
づ
く
り
が
必
要
だ

っ
た
。
ま
た
、
管
理
も
し
や
す

く
な
り
、
高
い
品
質
の
養
殖
魚

が
消
費
者
の
も
と
へ
届
く
よ
う

に
な
る
。
量
で
は
な
く
質
を
提

供
す
る
環
境
配
慮
型
の
養
殖
で

あ
る
。　

　

日
本
の
漁
業
、
養
殖
業
の
生

産
量
は
１
９
８
４
年
の
１
２
８

２
万
㌧
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、

２
０
０
９
年
に
は
５
４
３
万
㌧

と
約
半
分
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
過
剰
な
漁
獲
や
環
境

汚
染
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
消
費
者

も
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
安

い
輸
入
生
鮮
品
を
選
べ
る
機
会

が
増
え
て
い
る
。

　

復
興
へ
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
。
高
品
質
な
食
品
を

選
ぶ
消
費
者
も
含
め
、
日
本
の

漁
業
、
養
殖
業
の
意
識
改
革
が

今
後
の
鍵
に
な
り
そ
う
だ
。

　

２
０
１
２
年
２
月
、
気
象
庁
は
２
０
１
１
年
の
世
界
と

日
本
の
年
平
均
気
温
（
確
定
値
）
を
発
表
し
た
。
発
表
に

よ
れ
ば
、
世
界
の
平
均
気
温
は
平
年
よ
り
０
・
07
℃
高
く
、

統
計
開
始
の
１
８
９
１
年
以
来
12
番
目
に
高
い
記
録
。
同

様
に
日
本
の
平
均
気
温
は
、
０
・
15
℃
高
く
１
８
９
８
年

以
来
17
番
目
に
高
い
記
録
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
長
期
的

な
上
昇
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
１
月
、
文
部

科
学
省
と
国
土
交
通
省
は
、

学
校
施
設
に
お
い
て
年
間
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
推
進
の
た
め
の
検
討
会
を

設
置
し
た
。

　

比
較
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
の
少
な
い
学
校
で
、
ま
ず

自
然
光
や
通
風
利
用
な
ど
に

よ
る
建
物
構
造
か
ら
の
省
エ

ネ
や
、
空
調
・
照
明
の
高
効

率
化
と
い
っ
た
設
備
機
器
の

省
エ
ネ
な
ど
を
進
め
る
。
そ

う
し
て
必
要
量
が
減
少
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
太
陽
光
、

太
陽
熱
、
地
中
熱
、
バ
イ
オ

マ
ス
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ

慮
し
て
い
く
。

　

日
本
で
は
地
球
温
暖
化
対

策
を
強
化
し
て
い
る
さ
な

か
に
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
、
電
力
の
供
給
が
長
期

的
に
制
約
を
受
け
て
い
る
状

況
。
省
エ
ネ
や
低
炭
素
化
の

推
進
は
不
可
欠
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
中
で
身
近
な
公
共

施
設
で
あ
る
学
校
は
、
子
ど

界
の
年
平
均
気
温
は
、
１
０

０
年
当
た
り
０
・
68
℃
の
割

合
で
上
昇
し
て
い
て
、
１
９

９
０
年
代
半
ば
以
降
は
特
に

高
温
の
年
が
多
い
。
２
０
１

１
年
の
陸
域
の
み
の
年
平
均

気
温
で
は
平
年
よ
り
０
・
２

℃
高
く
、
観
測
史
上
９
番
目

に
高
い
値
を
示
し
た
。

　

日
本
で
も
長
期
的
な
上
昇

傾
向
は
続
い
て
お
り
、
１
０

０
年
当
た
り
で
は
１
・
15
℃

の
割
合
で
上
昇
し
て
い
る
。

さ
ら
に
１
９
９
０
年
代
以
降

は
、
高
温
の
年
が
多
く
み
ら

れ
る
。
な
お
、
日
本
の
年
平

均
気
温
の
算
出
に
は
、
都
市

化
に
よ
る
影
響
が
少
な
い
地

点
の
観
測
デ
ー
タ
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。

　

気
象
庁
で
は
近
年
の
高
温

が
続
い
て
い
る
状
態
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
増
加
に
伴
う
地

球
温
暖
化
の
影
響
と
、
数
年

か
ら
数
十
年
サ
イ
ク
ル
で
繰

り
返
さ
れ
る
自
然
変
動
が
重

な
っ
た
こ
と
が
一
因
で
あ
る

と
み
て
い
る
。

　

昨
年
の
夏
は
、
多
く
の
企
業
で
輪
番

休
業
や
土
日
稼
働
・
平
日
休
日
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
努
力
を
し
て
な
ん

と
か
乗
り
切
れ
た
。
そ
し
て
今
年
の
夏

も
、
電
力
不
足
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況

で
あ
る
。
さ
ら
に
東
京
電
力
の
電
気
料

金
の
値
上
げ
も
、
４
月
よ
り
実
施
さ
れ

る
。
そ
れ
に
加
え
、
届
け
出
の
必
要
な

い
燃
料
調
整
費
も
じ
わ
じ
わ
と
上
昇
し

て
い
る
。
２
０
１
２
年
冬
季
（
27
号
）

で
も
触
れ
た
が
、
昨
年
２
月
か
ら
12
月

の
間
で
燃
料
調
整
費
は
２
円
20
銭
／
㌔

㍗
時
上
昇
。
ち
な
み
に
４
月
か
ら
の
東

京
電
力
の
電
気
料
金
値
上
げ
額
は
２
円

61
銭
／
㌔
㍗
時
（
高
圧
）
だ
。

　

そ
ん
な
状
況
下
、
小
社
に
は
、
多
く

の
企
業
か
ら
「
御
社
か
ら
電
力
を
買
え

な
い
の
か
」
と
毎
日
、
問
い
合
わ
せ
が

入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
多
く

eco topicseco topics
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も
た
ち
の
環
境
教
育
や
災
害

時
の
拠
点
と
し
て
も
重
要
な

施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ゼ

ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
積
極
的

に
推
進
す
る
意
義
は
大
き
い

ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
利
用
に
よ

っ
て
賄
っ
て
い
く
。
ゼ
ロ
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
に
よ
る
防
災
機

能
の
強
化
や
児
童
生
徒
へ
の

環
境
教
育
と
い
う
側
面
も
考

　

検
討
会
で
は
、
審
議
を
進

め
、
検
討
報
告
書
や
学
校
ゼ

ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
な
ど
を
策
定
し
て
い

く
予
定
。 と

判
断
さ
れ
、
今
回

の
検
討
委
員
会
設
置

が
決
め
ら
れ
た
。

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
「
エ
コ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
２
０
１
１
」
に
は
１

年
生
１
２
０
名
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
体
験
型
授
業
の
始
ま
り

は
、
展
示
会
開
催
の
２
カ
月
前
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
事
前
学
習
だ
。

エ
コ
プ
ロ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

考
に
、
一
人
ひ
と
り
が
興
味
の
あ

る
企
業
や
エ
コ
商
品
な
ど
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
、
当
日
の
計
画
を
立

て
て
い
く
。
調
べ
学
習
で
、
最
初

に
生
徒
の
興
味
が
集
ま
る
の
は
、

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
見
か
け
る
製

品
。
だ
が
、
そ
れ
が
次
第
に
、
製

品
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯

や
、
企
業
が
環
境
活
動
に
取
り
組

む
姿
勢
に
ま
で
及
ん
で
い
く
。

　

準
備
を
終
え
エ
コ
プ
ロ
当
日
。

生
徒
は
６
人
の
班
で
半
日
か
け
て

会
場
を
ま
わ
る
。
各
企
業
の
担
当

者
に
直
接
質
問
も
投
げ
掛
け
る
。

　

現
場
に
触
れ
た
生
徒
た
ち
は
、

「
エ
コ
プ
ロ
で
展
示
さ
れ
て
い
る

も
の
は
、
未
来
像
だ
と
思
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
実
用
化
さ
れ
て
い
る

も
の
が
多
か
っ
た
」「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
１
本
を
つ
く
る
よ
り
も
、
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
ほ
う
が
４
倍
近
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
に
驚
い
た
」「
エ
コ
商
品
を

開
発
す
る
日
本
の
技
術
は
す
ご

い
」
な
ど
、
素
直
に
感
嘆
の
声
を

あ
げ
る
。
ま
た
「
製
品
の
長
所
は

聞
い
た
け
れ
ど
、
短
所
が
聞
け
な

か
っ
た
」
な
ど
の
反
省
も
出
る
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
反
省
点
は
事
後

学
習
に
生
か
さ
れ
る
。

　

見
学
か
ら
戻
っ
た
生
徒
は
冬
休

み
を
利
用
し
て
、
エ
コ
プ
ロ
当
日

に
見
聞
き
し
た
こ
と
、
見
学
し
た

う
え
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど

を
再
度
調
べ
て
各
自
「
エ
コ
プ
ロ

新
聞
」
に
ま
と
め
る
。

　

で
き
あ
が
っ
た
新
聞
を
見
る

と
、「
建
設
会
社
が
取
り
組
む
、

神
社
仏
閣
の
エ
コ
改
修
」「
風
力

発
電
で
発
電
し
た
電
力
を
１
０
０

％
使
っ
て
つ
く
ら
れ
る
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
タ
オ
ル
」「
宇
宙

空
間
に
浮
か
ぶ
太
陽
光
発
電
の
開

発
」
な
ど
、
日
常
の
生
活
で
は
、

な
か
な
か
知
り
得
な
い
業
種
、
中

小
企
業
の
取
り
組
み
に
至
る
ま

で
、
事
前
学
習
の
段
階
か
ら
比
べ

て
確
実
に
興
味
の
幅
が
広
が
っ
て

い
る
。

　

生
徒
に
と
っ
て
は
、
企
業
の
行

う
環
境
へ
の
配
慮
や
取
り
組
み
の

実
態
が
、
率
直
な
驚
き
と
し
て
受

け
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
見

学
後
は
「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
自
然

に
口
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

同
校
で
は
今
後
も
大
学
や
企
業

と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
う
予

定
。
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
し

て
見
聞
き
し
た
こ
と
が
意
識
の
変

化
、
ま
た
そ
の
先
の
行
動
変
化
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。

エコプロを歩いて学ぼう

知ることで広がる興味の幅
【
第
五
回
】

　東
京
都
立
富
士
高
等
学
校
附
属
中
学
校

シリーズ

生徒が制作した「エコプロ新聞」。

　

東
京
都
中
野
区
に
あ
る
東
京
都
立
富
士
高
等
学
校
附
属
中
学
校
は
２

０
１
０
年
に
開
校
し
た
新
設
校
。
90
年
の
歴
史
を
持
つ
富
士
高
等
学
校

の
附
属
中
学
で
あ
る
。教
育
目
標
は「
知
性
と
教
養
」「
品
性
と
感
性
」「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
で
あ
り
、
富
士
山
清
掃
や
東
京
大
学
研
究
室
訪
問
と

い
っ
た
体
験
型
授
業
な
ど
の
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
先
進
的
に
実
践
し

て
い
る
。
今
回
紹
介
す
る
「
エ
コ
プ
ロ
新
聞
」
の
制
作
も
そ
の
一
つ
だ
。

リ
オ
＋
20 

６
月
20
日
か
ら
開
催

　

２
０
１
２
年
６
月
20
日
か
ら
22
日

ま
で
の
３
日
間
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
国
連
持
続
可
能
な

開
発
会
議
（
リ
オ
＋
20
）
が
開
催
さ

れ
る
。
１
９
９
２
年
に
同
国
で
開
か

れ
た
国
連
環
境
開
発
会
議
（
地
球
サ

ミ
ッ
ト
）
か
ら
20
周
年
を
迎
え
る
年

を
機
会
に
、
再
度
、
環
境
問
題
を
話

し
合
う
国
際
的
な
場
を
つ
く
ろ
う
と

ブ
ラ
ジ
ル
政
府
が
提
案
し
、
２
０
０

９
年
の
第
64
回
国
連
総
会
で
開
催
が

決
ま
っ
た
。

　

主
要
テ
ー
マ
は
、
①
グ
リ
ー
ン
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
（
持
続
可
能
な
開
発
と

貧
困
緩
和
に
対
す
る
も
の
）
②
持
続

可
能
な
開
発
の
制
度
的
枠
組
み
│
│

の
２
つ
。
リ
オ
＋
20
に
は
加
盟
各
国

か
ら
首
脳
レ
ベ
ル
の
リ
ー
ダ
ー
が
出

席
し
、
焦
点
を
絞
っ
た
政
治
的
文
書

が
採
択
さ
れ
る
予
定
。

産
廃
不
法
投
棄
量 

６・
２
万
㌧
に

　

２
０
１
１
年
12
月
、
環
境
省
は
、

２
０
１
０
年
度
の
全
国
に
お
け
る
産

業
廃
棄
物
不
法
投
棄
の
集
計
結
果
を

発
表
し
た
。

　

発
表
に
よ
る
と
同
年
度
に
新
た
に

判
明
し
た
不
法
投
棄
件
数
は
２
１
６

件
、
不
法
投
棄
量
は
６
・
２
万
㌧
だ

っ
た
。
前
年
度
の
集
計
で
は
、
投
棄

件
数
が
２
７
９
件
、
投
棄
量
が
５
・

７
万
㌧
だ
っ
た
の
で
、
件
数
は
63
件

の
減
少
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
総
量

が
０
・
５
万
㌧
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
前
年
度
１
８
７
件
だ
っ
た

不
適
正
処
理
件
数
は
４
件
増
加
の
１

９
１
件
。
不
適
正
処
理
量
は
前
年
度

の
37
・
９
万
㌧
よ
り
31
・
５
万
㌧
減

っ
て
６
・
４
万
㌧
だ
っ
た
。

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
２
０
１
２
開
催
中

　

環
境
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交

通
省
が
主
唱
す
る
「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ

イ
ブ
２
０
１
２
」
が
２
０
１
２
年
の

３
月
１
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
生
物
多
様
性
条
約
事

務
局
の
「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
」
活

動
（
５
月
22
日
の
国
際
生
物
多
様
性

の
日
に
、
世
界
各
国
の
現
地
時
間
午

前
10
時
に
植
樹
を
実
施
す
る
呼
び
掛

け
）
に
応
え
る
国
内
の
取
り
組
み
。

　

期
間
中
は
、公
式
サ
イ
ト（http://

greenwave.go.jp/

）
を
通
じ
て
、

植
樹
活
動
へ
の
参
加
者
や
植
樹
イ
ベ

ン
ト
の
主
催
団
体
な
ど
を
募
集
し
て

い
る
。
前
回
実
施
さ
れ
た
「
グ
リ
ー

ン
ウ
ェ
イ
ブ
２
０
１
１
」
で
は
、
42

都
道
府
県
の
３
８
３
団
体
、
約
２
万

８
０
０
０
人
が
参
加
。
約
７
万
９
０

０
０
本
の
植
樹
が
行
わ
れ
た
。

国
内
で
観
測
可
能
、
25
年
ぶ
り
の
金
環
日
食

　

２
０
１
２
年
５
月
21
日
、
国
内
で

見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
25
年
ぶ
り

と
な
る
金
環
日
食
が
起
き
る
。

　

日
食
は
太
陽
と
地
球
の
間
を
月
が

横
切
り
、
太
陽
の
一
部
ま
た
は
全
部

が
姿
を
隠
し
て
し
ま
う
現
象
。
太
陽

の
全
体
が
隠
れ
る
「
皆
既
日
食
」、

月
の
ま
わ
り
か
ら
太
陽
が
ド
ー
ナ
ツ

状
に
は
み
出
し
て
見
え
る
「
金
環
日

食
」、
太
陽
の
一
部
が
隠
れ
る
「
部

分
日
食
」
に
分
け
ら
れ
る
。

　

国
内
で
観
測
で
き
た
前
回
の
金
環

日
食
は
１
９
８
７
年
の
沖
縄
。
次
回

は
２
０
３
０
年
の
北
海
道
。
本
州
に

限
れ
ば
、
今
回
は
１
２
９
年
ぶ
り
と

な
る
。

　

金
環
日
食
が
見
ら
れ
る
の
は
、
九

州
南
部
、
四
国
の
大
部
分
、
本
州
の

紀
伊
半
島
か
ら
関
東
付
近
に
か
け

て
。
そ
れ
以
外
の
地
域
で
も
日
本
全

国
で
部
分
日
食
が
観
測
で
き
る
。
東

京
で
金
環
日
食
が
始
ま
る
の
は
午
前

７
時
31
分
59
秒
。
天
候
に
恵
ま
れ
れ

ば
、
数
分
間
の
天
体
シ
ョ
ー
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
裸
眼
で

見
る
の
は
危
険
。
日
食
専
用
の
グ
ラ

ス
や
遮
光
板
な
ど
を
使
い
、
目
の
保

護
を
忘
れ
ず
に
。

学校のエネルギー
消費、実質ゼロへ

検
討
委
員
会
で
推
進

文
科
省
、
国
交
省

年平均気温、
上昇傾向続く

観
測
史
上
12
位
の
高
温

世
界
の
気
温

　

気
象
庁
の
発
表
す
る
年
平

均
気
温
は
、
平
年
と
の
差
に

よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
１
９
８

気
象
庁
発
表
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日本の年平均気温の推移

　

給
食
室
に
続
く
廊
下
の
壁
に
ず

ら
り
と
並
ぶ
１
２
０
枚
の
「
エ
コ

プ
ロ
新
聞
」│
│
。
同
校
で
は
開

校
初
年
度
よ
り
、
環
境
教
育
の
一

環
と
し
て
日
本
最
大
級
の
環
境
展

示
会
・
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
（
エ
コ

プ
ロ
）の
見
学
を
実
施
し
て
い
る
。

（℃）

（℃）

http://econews.jp/newspaper/thinking/index.html
http://econews.jp/newspaper/education/index.html
http://econews.jp/newspaper/knowledge/index.html
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東
洋
大
学
の
歴
史
的
な
圧
勝
で
幕
を
閉
じ
た
２
０
１
２
年
の
箱
根
駅
伝
。
正
月
の
風
物
詩
と

し
て
１
世
紀
に
近
い
歴
史
を
重
ね
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
２
０
０
６
年
に
産
声
を
あ
げ
た
駅

伝
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
ゴ
ミ
拾
い
駅
伝
」
だ
。
ユ
ニ
ー
ク
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
は
裏
腹
に
、
タ
イ

ム
と
収
集
し
た
ゴ
ミ
の
総
量
の
合
計
で
順
位
が
争
わ
れ
る
と
い
う
競
技
性
も
あ
い
ま
っ
て
、
参

加
者
は
真
剣
そ
の
も
の
。
最
後
の
最
後
ま
で
読
め
な
い
展
開
が
毎
回
ド
ラ
マ
を
生
ん
で
お
り
、

新
た
な
駅
伝
と
し
て
大
学
生
を
中
心
に
人
気
を
集
め
て
い
る
。運
営
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
も

う
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
表
の
市
川
真
也
さ
ん
を
取
材
し
た
。

験
か
ら
、
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
競
争
す
る
の

は
ど
う
か
と
提
案
し
、
実
験
的
に
行
っ
た
の

が
２
０
０
６
年
の
第
１
回
大
会
と
な
っ
た
。

　

今
年
か
ら
、
五
街
道
と
呼
ば
れ
る
日
本
橋

を
起
点
に
し
た
５
つ
の
街
道
（
東
海
道
、
日

光
街
道
、
奥
州
街
道
、
甲
州
街
道
、
中
山
道
）

ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ

vol.12
　

日
本
の
漁
業
は
世
界
有
数
の
漁
獲
量
を
誇
り
、
国
民
に
良
質
で
安
全
な
水
産
物
を

安
定
的
に
供
給
し
て
い
る
。
一
方
で
、
水
産
資
源
の
枯
渇
を
は
じ
め
、
輸
出
入
や
環

境
問
題
な
ど
多
く
の
課
題
を
か
か
え
る
の
も
事
実
だ
。

　

そ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
日
本
の
海
と
そ
の
恵
み
を
大
切
に
思
い
、
持

続
的
な
利
用
を
実
践
す
る
生
産
者
と
流
通
業
者
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
ん
な
志

を
持
つ
人
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
に
発
足
さ
れ
た
の
が
、「
マ
リ
ン
・
エ
コ
ラ
ベ
ル
・

ジ
ャ
パ
ン
」（
以
下
、
Ｍ
Ｅ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン
）
だ
。

　

Ｍ
Ｅ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
社
団
法

人
大
日
本
水
産
会
が
事
務
局
と
な

り
Ｆ
Ａ
Ｏ（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
２
０

０
７
年
12
月
に
発
足
さ
れ
た
。
高

い
環
境
保
全
意
識
で
生
産
さ
れ
た

水
産
物
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る

水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
を
発
行
す
る
。

　

ラ
ベ
ル
を
使
用
で
き
る
の
は
、

水
産
資
源
の
継
続
管
理
や
生
態
系

保
全
の
実
践
が
認
証
さ
れ
た
漁
業

者
。
ラ
ベ
ル
の
あ
る
水
産
物
を
消

費
者
に
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、

良
質
な
漁
業
者
を
増
や
す
こ
と
が

狙
い
だ
。
ま
た
漁
業
者
だ
け
で
は

を
舞
台
に
「
ゴ
ミ
拾
い
駅
伝
」
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
街
道
を
お
よ
そ
１
０

０
㌔
㍍
に
設
定
し
、
２
〜
３
日
か
け
て
「
掃

行
」
す
る
。
２
０
１
６
年
ま
で
４
年
が
か
り

で
「
完
全
清
覇
」
す
る
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
。
２
０
１
２
年
２
月
11
日
・
12
日
に
行
わ

れ
た
東
海
道
ル
ー
ト
は
９
チ
ー
ム
が
参
加
。

日
本
橋
か
ら
箱
根
・
芦
ノ
湖
ま
で
を
５
区
間

に
分
け
て
行
わ
れ
、
こ
の
２
日
間
で
３
２
５

㌔
㌘
も
の
ゴ
ミ
が
収
集
さ
れ
た
。

　
「
ゴ
ミ
拾
い
駅
伝
」
は
今
年
で
７
年
目
を

迎
え
、
競
技
人
口
や
後
援
者
も
年
々
増
え
て

い
る
。
支
持
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
に
ゴ
ー
ル

タ
イ
ム
と
収
集
し
た
ゴ
ミ
量
の
合
計
に
よ
っ

て
順
位
が
決
ま
る
算
定
方
法
が
あ
る
。
速
さ

は
到
着
の
時
間
差
で
１
秒
１
ポ
イ
ン
ト
、
ゴ

ミ
は
１
㌘
に
つ
き
１
ポ
イ
ン
ト
が
そ
れ
ぞ
れ

得
点
に
な
る
。
こ
の
ル
ー
ル
に
よ
り
参
加
チ

Ｊ
Ｆ
高
知
県
漁
協
は
「
高
知
県
水

産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
」
の

一
貫
と
し
て
２
０
１
１
年
10
月
に

３
魚
種
・
５
漁
業
で
認
証
を
取
得
。

先
日
開
催
し
た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
で

は
新
鮮
な
刺
身
を
出
品
し
「
お
い

し
く
て
安
全
・
安
心
、
資
源
環
境

に
配
慮
し
た
高
知
の
魚
」
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
し
た
。
店
頭
に
並
ん
だ

の
は
「
樽
流
し
」「
毛
針
釣
」「
立

縄
釣
（
一
本
釣
）」
と
い
う
伝
統

的
な
漁
法
で
獲
ら
れ
た
も
の
。
認

証
取
得
し
た
キ
ン
メ
ダ
イ
・
ゴ
マ

サ
バ
・
カ
ツ
オ
は
同
漁
協
で
は
重

要
魚
種
と
さ
れ
る
が
、
近
年
、
金

額
・
量
と
も
に
減
少
傾
向
が
続
い

て
お
り
、
Ｍ
Ｅ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン
で
の

付
加
価
値
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
Ｍ
Ｅ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン
の
一

般
消
費
者
の
認
知
度
は
低
い
。
Ｊ

Ｆ
高
知
県
漁
協
で
は
、
今
後
も
県

下
の
量
販
店
で
順
次
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
く
計
画
。
県
外

へ
売
り
込
む
前
に
、
ま
ず
地
元
の

県
民
に
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
に
慣
れ

親
し
ん
で
も
ら
う
。

　

今
後
は
、
漁
業
資
源
の
管
理
活

動
に
独
自
の
歴
史
が
あ
る
日
本
漁

業
の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
認

証
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
そ
の

た
め
に
は
、
認
証
取
得
に
か
か
る

負
担
を
、
で
き
る
限
り
抑
制
す
る

こ
と
も
課
題
の
一
つ
。
日
本
の
資

源
管
理
の
特
徴
や
優
れ
た
点
を
十

分
に
反
映
し
た
合
理
的
な
制
度
が

求
め
ら
れ
る
。

【第１０節：ゴミ拾い駅伝】

report─ on the Eco Spot

NPO法人 もう一つのプロジェクト
http://another-project.com/

拾い走り競う
掃行タイム

エコな魚はラベルで判断
海と資源に優しい漁師を増やそう

マリン・エコラベル・ジャパン
http://www.melj.jp/

　
「
大
学
２
年
生
の
と
き
、
先
輩
が
１
９
９

８
年
に
行
っ
て
い
た
駅
伝
形
式
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
活
動
を
文
献
で
見
て
、
面
白
そ
う
だ
と

思
い
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
駅
伝

な
の
で
大
学
対
抗
に
し
た
方
が
よ
り
盛
り
上

が
る
だ
ろ
う
と
い
う
発
想
に
な
り
ま
し
た
」

と
市
川
さ
ん
は
発
足
当
時
を
振
り
返
る
。
通

常
の
駅
伝
と
差
別
化
を
図
る
た
め
に
、「
間

口
の
広
さ
」
や
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
」
を
優
先

し
、
た
す
き
を
つ
な
ぐ
以
外
の
新
た
な
要
素

を
模
索
。
夏
場
に
海
岸
清
掃
を
し
て
い
た
経

日本橋を起点と
するいわゆる五
街道を2016年
までの４年がかり
で「完全清覇」
する計画。

ー
ム
す
べ
て
の
ポ
イ
ン
ト
が
集
計
さ
れ
る
最

後
の
最
後
ま
で
手
に
汗
握
る
展
開
が
続
く
。

　
「
順
位
を
決
す
る
明
確
な
ル
ー
ル
を
設
け

る
こ
と
で
そ
こ
に
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
ま
す
。

単
な
る
町
の
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は

な
く
、
参
加
し
て
く
れ
た
人
や
応
援
し
て
く

れ
た
人
の
環
境
に
対
す
る
意
識
を
変
え
た

い
」と
市
川
さ
ん
の
言
葉
に
も
熱
が
こ
も
る
。

　

参
加
者
か
ら
も
「
日
常
生
活
で
も
ゴ
ミ
を

拾
う
よ
う
に
な
っ
た
」「
こ
れ
以
上
ゴ
ミ
が

増
え
な
い
よ
う
呼
び
掛
け
を
独
自
に
行
っ
て

い
る
」
と
の
声
が
あ
が
る
。

　

今
後
は
、
２
０
１
２
年
８
月
に
「
ロ
ン
ド

ン
国
際
ゴ
ミ
拾
い
駅
伝
」、
２
０
１
７
年
に

は
駅
伝
発
足
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
「
ア

メ
リ
カ
大
陸
横
断
ゴ
ミ
拾
い
駅
伝
」を
計
画
。

日
本
発
の
「
駅
伝
競
技
」
に
「
環
境
」
へ
の

思
い
を
の
せ
て
、
世
界
へ
発
信
し
て
い
く
。

水産資源の継続管理、生態系の保全を実践している
漁業者がMELジャパンの認証を受けられる。

五
街
道
を
４
年
で
完
全
清
覇
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　今回のエコブックスは、翻訳物を２
冊紹介する。著者は、カナダ出身の女
性とアイルランド出身の男性。いずれ
も自らが進んで社会に働きかけ、地球
環境の保全活動を進めている。身体を
張って取り組む実践者の声は、これか
ら何かを始めようと考える人にとって
格好のアドバイスになるだろう。（記事
中敬称略）

　

１
９
９
２
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ

れ
た
「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」。
約

１
０
０
カ
国
の
元
首
・
首
脳
が

出
席
し
、
約
１
８
０
カ
国
と
い

う
世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
国
が

参
加
し
た
、
そ
れ
ま
で
に
な
い

大
規
模
な
国
際
環
境
会
議
だ
っ

た
。

　

こ
の
会
議
で
20
年
た
っ
た
現

在
も
「
リ
オ
の
伝
説
の
ス
ピ
ー

チ
」
と
呼
ば
れ
語
り
継
が
れ
て

い
る
演
説
が
あ
る
。
時
間
は
わ

ず
か
６
分
。
話
し
手
は
12
歳
の

少
女
。
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ク
ラ
ブ
の
友
だ

ち
と
一
緒
に
カ
ナ
ダ
か
ら
や
っ

て
き
た
セ
ヴ
ァ
ン
・
カ
リ
ス
＝

ス
ズ
キ
だ
。
彼
女
ら
は
、
子
ど

も
代
表
と
し
て
自
分
た
ち
の
意

見
を
聞
い
て
欲
し
い
と
、
北
米

　

環
境
問
題
や
資
源
枯
渇
な
ど

人
類
を
悩
ま
す
諸
問
題
の
原
因

は
、
消
費
者
と
消
費
さ
れ
る
モ

ノ
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
た

こ
と
。自
分
で
食
材
を
つ
く
り
、

水
を
運
び
、
火
を
起
こ
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
状
況
で
、
無
駄

づ
か
い
は
生
ま
れ
な
い
。
そ
の

よ
う
に
か
つ
て
は
密
接
に
か
か

わ
っ
て
い
た
人
と
モ
ノ
の
関
係

が
変
化
し
た
の
は
、
お
金
と
い

う
便
利
な
道
具
が
で
き
た
か
ら

だ
。
消
費
者
は
お
金
を
出
す
だ

け
で
モ
ノ
を
呼
び
寄
せ
ら
れ
る

│
│
こ
の
よ
う
に
考
え
た
著
者

は
、
自
ら
が
動
く
こ
と
で
諸
問

題
の
解
決
に
向
か
お
う
と
し

た
。
そ
れ
が
、
お
金
を
使
わ
ず

に
生
活
す
る
実
験
だ
っ
た
。

　

家
は
不
用
品
交
換
で
手
に
入

か
ら
南
米
へ
渡
っ
た
。
旅
費
も

寄
付
を
募
る
な
ど
自
分
た
ち
で

用
意
し
た
。
会
場
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ブ

ー
ス
で
の
熱
心
な
活
動
が
実
を

結
び
、
６
分
間
の
演
説
時
間
が

与
え
ら
れ
た
。
そ
の
ス
ピ
ー
チ

に
各
国
の
指
導
者
た
ち
が
立
ち

上
が
っ
て
祝
福
し
、感
涙
し
た
。

元
ソ
連
大
統
領
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
氏
や
後
に
ア
メ
リ

カ
の
副
大
統
領
に
就
任
す
る
ア

ル
・
ゴ
ア
氏
も
サ
ミ
ッ
ト
で
最

も
素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
だ
っ

た
と
、
彼
女
を
称
え
た
。

　

本
書
は
そ
の
ス
ピ
ー
チ
全
文

の
日
本
語
訳
に
英
語
原
文
を
添

え
、
演
壇
に
立
つ
に
至
っ
た
経

緯
や
そ
の
後
の
活
動
を
示
し
た

エ
ッ
セ
イ
な
ど
も
加
え
て
構
成

さ
れ
た
一
冊
。

れ
た
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
。
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
つ
く
り
、
自
分
で
栽
培
し

た
野
菜
を
手
づ
く
り
ス
ト
ー
ブ

で
調
理
し
て
食
事
す
る
。
移
動

手
段
は
自
転
車
だ
。

　

本
書
に
は
著
者
自
ら
が
実
験

し
た
１
年
間
の
生
活
が
つ
づ
ら

れ
て
い
る
。
一
見
す
べ
て
を
自

給
自
足
す
る
過
酷
な
生
活
が
想

像
さ
れ
る
が
、
本
文
に
は
そ
ん

な
泣
き
言
は
見
当
た
ら
な
い
。

逆
に
心
躍
る
よ
う
な
楽
し
さ
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
帯
の
惹
句
に

あ
る
『
こ
の
実
験
で
証
明
し
た

い
の
は
、お
金
が
な
く
て
も「
生

き
延
び
ら
れ
る
こ
と
」
で
は
な

く
「
豊
か
に
暮
ら
せ
る
こ
と
」

だ
』
の
証
明
は
確
か
に
な
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
み
え
た
。

ぼくはお金を使わずに生きることにした
マーク・ボイル著／吉田奈緒子 訳

あなたが世界を変える日 12歳の少女が環境サミットで語った伝説のスピーチ
 セヴァン・カリス＝スズキ著／ナマケモノ倶楽部 編・訳

世界の指導者たちが感涙した少女のスピーチ環境問題を解決するユニークで根源的な方法

（学陽書房　1,000円＋税）
Severn Cullis-Suzuki　1979 年カナ
ダ生まれ。12 歳で出席した地球サ
ミットで各国代表の大人たちを前
に語ったスピーチが、深く人々の
記憶に刻まれた。その後、世界中
で講演活動などを中心に環境運動
を行っている。

（紀伊國屋書店　1,700円＋税）
Mark Boyle　1979 年アイルランド
生まれ。2007 年、イギリスのブリ
ストルでフリーエコノミー運動を
始める。2008 年の「国際無買デー」
からお金をまったく使わずに生活
する実験を１年間の予定で決行。
その詳細を本書に記した。

補
助
金
な
ど
高
知
県
が
積
極
活
用

速さだけでなく、拾ったゴミの重さも加算され順位が決まる。 マリン・エコラベル・ジャパンのＰＲフェアの様子。

な
く
、
流
通
・
加
工
業
者
も
条
件

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
認
証
を
取

得
で
き
る
。消
費
者
に
と
っ
て
も
、

海
と
資
源
に
優
し
い
漁
業
者
が
増

え
れ
ば
、
日
本
の
海
が
豊
か
な
ま

ま
で
あ
り
続
け
、
常
に
、
お
い
し

い
魚
介
類
を
食
べ
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

自
治
体
で
、
こ
の
制
度
を
積
極

的
に
活
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

の
が
高
知
県
だ
。
２
０
１
１
年
度

か
ら
補
助
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
こ
れ
に
よ
り
漁
業
者
な
ど
が

申
請
す
る
と
き
に
か
か
る
費
用
は

半
額
で
済
む
。
制
度
を
利
用
し
た

【掲載写真提供】マリン・エコラベル・ジャパン事務局

http://econews.jp/newspaper/books/index.html
http://www.n-techno.co.jp/spg/
http://www.nt-e.jp/eac/
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展
示
会
情
報

テ
ー
マ
ソ
ン
グ

　

デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

ユ
ー
ザ
ー
で
あ
れ
ば
、
目
標
ピ
ー
ク
デ
マ
ン
ド

の
変
更
は
ほ
ん
の
数
分
も
あ
れ
ば
完
了
す
る
。

　

ま
ず
ト
ッ
プ
画
面
で
「
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
」「
パ

ス
ワ
ー
ド
」
を
入
力
し
、﹇
ロ
グ
イ
ン
﹈
ボ
タ

ン
を
押
す
。
次
の
画
面
左
側
に
あ
る
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
﹇
デ
マ
ン
ド
設
定
値
﹈
を
ク
リ
ッ
ク
。「
デ

マ
ン
ド
設
定
値
変
更
」
の
画
面
が
表
示
さ
れ
た

ら
、「
設
定
変
更
者
の
ご
登
録
」
を
行
う
（
初

回
の
み
）。
と
い
っ
て
も
、
名
前
と
ふ
り
が
な
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
て
﹇
登
録
﹈
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
だ
け
だ
。

　

次
は
「
目
標
ピ
ー
ク
デ
マ
ン
ド
モ
ー
ド
の
設

定
」
に
現
在
の
設
定
値
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
数
値
を
確
認
し
、「
設
定
変
更
し
た

い
ピ
ー
ク
デ
マ
ン
ド
目
標
設
定
値
（
kW
）」
に

目
標
数
値
を
入
力
し
て
﹇
設
定
し
た
デ
ー
タ
の

送
信
﹈
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
。
途
中
で
確

認
の
画
面
も
表
示
さ
れ
る
が
、
画
面
の
指
示
に

従
っ
て
操
作
す
れ
ば
、
戸
惑
う
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。

　

ま
た
、
最
新
モ
デ
ル
を
使
用
し
て
い
る
ユ
ー

ザ
ー
は
、
左
記
に
紹
介
し
た
「
上
手
な
電
気
の

使
い
方
モ
ー
ド
の
設
定
」
も
利
用
で
き
る
の
で

試
し
て
み
る
価
値
は
あ
る
。

　

な
お
、
通
信
状
況
に
よ
り
有
線
接
続
し
て
い

る
ユ
ー
ザ
ー
や
モ
ニ
タ
を
利
用
し
て
い
な
い
ユ

ー
ザ
ー
は
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
す
れ
ば
設
定
を
変
更
で
き
る
。

新
規
出
店

ウ
エ
ブ
サ
ー
ビ
ス

　

気
候
の
穏
や
か
な
時
期
を
迎
え
、
電
力
需
要
も
落
ち
着
く
季
節
が
来
た
。
こ
の

時
期
は
、
夏
季
の
需
要
増
に
備
え
た
省
エ
ネ
行
動
の
見
直
し
に
最
適
の
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
。
こ
こ
で
は
、
日
本
テ
ク
ノ
の
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

ユ
ー
ザ
ー
に
、
目
標
ピ
ー
ク
デ
マ
ン
ド
の
数
値
変
更
の
操
作
を
紹
介
す
る
。
自
社

の
状
況
に
合
っ
た
適
切
な
目
標
を
設
定
し
、
今
後
予
想
さ
れ
る
節
電
要
請
や
電
気

料
金
値
上
げ
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

に
残
る
。

　

現
在
、
日
本
テ
ク
ノ
で
は
こ
の
曲
を

無
料
配
信
し
て
お
り
、
携
帯
電
話
な
ど

か
ら
左
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
て
ア

ク
セ
ス
す
れ
ば
、
誰
で
も
音
楽
デ
ー
タ

が
入
手
で
き
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
社
内
で
は
、
こ
の
テ
ー

マ
曲
を
携
帯
電
話
の
着
メ
ロ
に
す
る
社

員
も
い
る
と
の
う
わ
さ
。
商
品
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
と
は
思
え
な
い
完
成
度
の
高

い
「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
‐
Ｐ
」
サ
ウ
ン
ド

が
密
か
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　

電
気
の
使
用
状
況
を
、
時
計
の
周

囲
に
つ
け
た
高
輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
表
示

に
よ
っ
て
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
し

た
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
（
ス

マ
ー
ト
ク
ロ
ッ
ク
」
の
売
れ
行
き
が

好
調
だ
。「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
（
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
エ
リ

ア
）」
の
オ
プ
シ
ョ
ン
商
品
で
、
発
売

以
来
、
予
想
を
上
回
る
出
荷
を
記
録
し

て
い
る
。
日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
好
評
に

応
え
、
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
戦
略
と
し
て
商

品
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
作
成
し
た
。

　

作
曲
及
び
歌
い
手
は
、
沖
縄
県
出
身

の
人
気
グ
ル
ー
プ
「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
‐

Ｐ
（
ト
リ
プ
ル
・
ピ
ー
）」。
少
し
も

の
悲
し
く
も
、
優
し
い
勇
気
を
あ
た

え
て
く
れ
る
よ
う
な
穏
や
か
な
曲
調
。

メ
ン
バ
ー
の
Ｓ
Ｈ
Ｕ

Ｍ
（
シ
ュ
ン
）
と
Ａ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
ア
リ
ス
）

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
心

焼肉ビジネスフェア2012 in 東京
1月18日（水）～19日（木）
主催：焼肉ビジネスフェア実行委員会

＜来場者＞
12,424名

焼肉に関する食品、設備、サービスなどあ
らゆる情報・トレンドが一堂に集まる業界専
門展示会。日本テクノのブースでは、電気
の「見える化」に役立つ時計（スマートク
ロック）とモニタ（スマートメーター エリア）
を展示し、効率的な省エネ活動を紹介した。

省エネフェア 2012
1月26日（木）～ 27日（金）

主催：近畿経済産業局

＜来場者＞
2,044名

「マイドームおおさか」にて開催された「省
エネフェア」は、西日本最大級の規模を誇
る、省エネ製品およびサービスの展示会。
日本テクノ大阪第一・第二営業所の所員と
広報室スタッフとが協力して、ブースの運
営を行った。

ENEX2012 &
Smart Energy Japan 2012
2月1日（水）～3日（金）

主催：財団法人省エネルギーセンター /
株式会社 ICSコンベンションデザイン

＜来場者＞
12,377名

東京ビッグサイトにて開催された「ENEX 
2012」は「低炭素フロンティアを目指し
て」をテーマにエネルギーに関するあらゆ
る制度・政策の情報が集結した展示会。日
本テクノ常務 岩崎友彦によるセミナーも開
催。聴講者は200名を超えた。

焼肉ビジネスフェア2012 in 大阪
2月7日（火）～8日（水）

主催：焼肉ビジネスフェア実行委員会

＜来場者＞
8,076名

東京に続き、大阪での初めての開催となっ
た「焼肉ビジネスフェア」。会場は大阪南
港ATCホール。「焼肉の本場〝大阪〟か
ら元気を発信しよう！」をテーマに、80以
上の企業や団体が参加し、最新の商品やサ
ービスを紹介した。

川崎国際環境技術展2012
2月10日（金）～11日（土）
主催：川崎国際環境技術展実行委員会

＜来場者＞
13,500名

「川崎国際環境技術展」は川崎市の環境へ
の取り組みや国内外の企業の優れた環境技
術などの情報を発信する展示会。会場は「と
どろきアリーナ」。会場内のステージでは、
阿部孝夫・川崎市長、明治大学の北野大教
授らによるセミナーも開催された。

「LH－NEXT経営セミナー」＆「2012年賀詞交歓会」 開催日：２月２１日／主催：株式会社 テイダン、『季刊 LH-NEXT』会場：ホテルJAL CITY 田町東京

2012加茂川啓明電機総合展示フェア 開催日：３月１～２日／主催：加茂川啓明電機 株式会社
会場：札幌コンベンションセンター（中ホール）

［ 今 後 の 出 展 予 定 ］

MEX金沢2012
5月17日（木）～19日（土）
主催：社団法人石川県鉄工機電協会

今回で50回目を迎える展示会。開催趣旨は、各種工作機
械や電機・電子関連機器などの流通促進と技術交流を図る
ことなど。会場は、石川県産業展示館。日本テクノ常務 岩
崎友彦によるワークショップ「企業が取り組む省エネ活動・
運用改善の最新動向」を予定。

九州エコフェア2012
6月20日（水）～21日（木）
主催： 一般社団法人日本経営協会 /

 西日本新聞社

環境関連の技術製品、サービスなどの展示品が集まる「九
州エコフェア2012」。テーマは「新しいエネルギー・低炭
素社会を目指して～生まれるビジネス、変わるライフスタイ
ル」。国内だけでなく東アジア環境ビジネスの企画展示コー
ナーも設置される予定。会場は福岡国際センター。

ビジネスマッチング交流会 開催日：７月４日／主催：昭和信用金庫
会場：新宿エルタワー　30階サンスカイルーム

　日本テクノでは、2012 年も展示会への出展活動を数多く展開し
ている。目的は、環境ビジネスに取り組む自社の活動内容を、一
人でも多くの来場者に告知すること。ここでは 1月から 3月にか
けての展示会情報と今後の出展予定をピックアップして紹介する。

2012 年 1月～ 3月の活動報告と今後の出展予定
　

今
回
の
４
拠
点
の
出
店
の
う
ち
、
２

月
２
日
に
先
立
っ
て
開
設
さ
れ
た
の

は
、
新
潟
県
で
は
初
の
拠
点
と
な
る

新
潟
営
業
所
と
、
愛
知
県
で
名
古
屋
営

業
所
に
続
く
２
店
目
と
な
る
岡
崎
営
業

所
。
新
潟
営
業
所
は
新
潟
駅
か
ら
、
岡

崎
営
業
所
は
東
岡
崎
駅
か
ら
、
い
ず
れ

も
徒
歩
数
分
の
距
離
に
位
置
す
る
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
内
で
営
業
を
開
始
し
た
。

　

続
く
３
月
２
日
開
設
と
な
っ
た
の

は
、
と
も
に
県
内
初
の
拠
点
と
な
る
長

野
県
の
長
野
営
業
所
と
岩
手
県
の
盛
岡

営
業
所
。
こ
の
２
拠
点
も
、
長
野
駅
お

よ
び
盛
岡
駅
の
駅
前
に
あ
る
ビ
ル
内
に

居
を
構
え
営
業
を
展
開
し
て
い
る
。

 

中
で
も
、
盛
岡
営
業
所
の
当
面
の
課

題
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

取
り
組
ん
で
い
る
東
北
地
域
の
サ
ー
ビ

ス
強
化
だ
。

　

２
０
１
２
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
日
本
テ
ク
ノ
は
新
た
な
４
つ
の
営
業
拠
点
を
開
設

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
営
業
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
45
カ
所
に
な
っ
た
。

　

今
回
開
設
し
た
営
業
所
は
、
北
か
ら
岩
手
県
盛
岡
市
、
新
潟
県
新
潟
市
、
長
野
県
長
野
市
、

愛
知
県
岡
崎
市
。
岩
手
県
、
新
潟
県
、
長
野
県
の
３
カ
所
は
、
い
ず
れ
も
県
内
初
の
出
店
と

な
っ
た
。
日
本
テ
ク
ノ
で
は
今
後
も
営
業
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を
継
続
し
、
よ
り
細
や

か
な
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
築
い
て
い
く
考
え
だ
。

【
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潟
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０
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東京ビッグサイトで開催された
「ENEX 2012」の様子。日
本テクノ展示ブース（左）と、
200名を超える聴講者が集ま
った日本テクノ常務 岩崎友彦
によるセミナー。

スマートクロックテーマ曲配信中
SMART CLOCK（スマートクロック）

60個の高輝度 LEDの光で、電気使用
状況が一目でわかる時計。工場やオフ
ィス、店舗などで何度となく見る時計を
「SMART CLOCK」に交換することで、
迅速な省エネ行動を促すことができる。
現在の使用状況だけでなく、節電の目標
値なども設定でき、目標値までの余裕具
合や予測値も色の変化で表現される。目
標の設定値を超えると、警告の LED表
示に変化し、音声でも告知する。「ＳＭＡ
ＲＴＭＥＴＥＲERIA」のオプション。

TRIPLE-P（トリプル・ピー）
2004年 12月に結成した沖縄県出身のグループ。こ
れまでにシングル11枚、アルバム4枚、DVD2 枚
を発売。デビューシングルと2ndシングルの２枚は沖
縄限定にもかかわらず１万枚を超えるセールスを記録。
2006年 4月、「どこまでも !!」を全国発売し、オリコ
ンインディーズチャートで初登場2位。2009年 8月
には、日本最大規模の夏フェス「サマーソニック '09」
にアントニオ猪木、ボブ・サップとともに出演している。
メンバーのALICE（アリス）とSHUM（シュン）は、
ともに作詞作曲を手掛ける。

光と音で伝える
省エネのエコ時計
LEDベゼルを装備で
電気の使い過ぎを教える
なにがエコで何が省エネか
あまりわからない人も
スマートクロック使ってみれば
きっと未来が変わる
光と音で知らせてくれる
スマートクロック
百年先も使っていたいよ
それはスマートクロック

『
ス
マ
ー
ト
ク
ロ
ッ
ク
』
歌
詞

デ
マン
ド
設
定
を
変
更
し
よ
う

「デマンド閲覧サービス」にアクセスし、「ユ
ーザ ID」と「パスワード」を入力後、［ロ
グイン］をクリック。

ここを
クリック

ここを
クリック

設
定
変
更
の
知
ら
せ
を
受
け
る
か
ど
う
か
の
「
メ
ー

ル
に
よ
る
返
信
」
で
要
不
要
を
選
択
し
、「
お
名
前
」

「
か
な
」「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
を
入
力
し
て
﹇
登

録
﹈
を
ク
リ
ッ
ク
。
確
認
画
面
で
﹇
Ｏ
Ｋ
﹈
を
押
せ

ば
、
設
定
完
了
の
表
示
が
な
さ
れ
る
。

ここを
クリック

いずれ
か選択

入力後

入力

ここを
クリック

操作終了の
メッセージが
表示される

設定変更者の登録後、その下にある「目標ピークデマンドモ
ードの設定」で、現在の目標設定値を確認し、新たな目標値
を「設定変更したいピークデマンド目標設定値（kW）」に入
力。［設定したデータの送信］をクリックして確認画面で［ＯＫ］
をクリックすれば操作完了。終了のメッセージが表示される。

最新モデルはグラフ表示で設定可能

　右に紹介した操作画面の下部に「上手な電気の使い
方モードの設定」が表示されるユーザーは、過去の特
定日の電力使用状況やグラフを確認しながら、設定値
を30分単位で変更することができる。ただし、この設
定値で警告が出るのは、ＥＲＩＡモニタのみ。詳しい設定
方法などはデマンド閲覧サービスの会員サイト（http://
www.n-techno.co.jp/demand/）で紹介されている。

ニ
ッ
セ
イ
新
潟
駅
前
ビ
ル

三井住友海上岡崎ビル 長栄長野東口ビル

新規４店、営業所全国45カ所に
マリオス

三井住友海上岡崎ビル

岡崎営業所

長栄長野東口ビル長栄長野東口ビル

長野営業所

新潟営業所

マリオス

盛岡営業所

http://www.n-techno.co.jp/news/events/index.html
https://www.youtube.com/watch?v=3hNR9T6eENw&version=3&hl=ja%5FJP
http://www.nt-e.jp/
http://www.n-techno.co.jp/index.html


（ 5 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 春季　【季刊】

　ここで紹介している節電ノウハウは BS ジ
ャパン（テレビ東京系 -BS デジタル 7ch）に
て放映中の「省エネの達人『企業編』」の番
組内で紹介されたもの（放送回数と放送日は
記事内に記載）。毎週水曜夜 9時 54 分から 5
分間の省エネ情報番組だ。
　また過去の放映分は番組バックナンバーを
再生できるWEB サイトもあり、左記の URL
にアクセスすれば誰でも無料で閲覧可能。上
の４記事の番組もアーカイブされている。

番組バックナンバー配信中
http://www.eco-tatsujin.jp/

東京・大塚 ◎ 天翔大塚駅前ビル

が
代
行
し
て
検
針
作
業
を
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
エ
コ
テ
ナ
ン

ト
の
導
入
は
そ
う
し
た
わ
ず
ら

わ
し
さ
を
解
消
し
て
く
れ
た
。

　
「
そ
れ
に
、
以
前
お
願
い
し

て
い
た
電
気
保
安
サ
ー
ビ
ス
は

月
に
１
度
点
検
す
る
だ
け
で
し

た
が
、
テ
ク
ノ
さ
ん
に
は
自
動

の
24
時
間
遠
隔
監
視
体
制
が
あ

る
。
ま
た
そ
れ
ま
で
は
ト
ラ
ブ

ル
発
生
時
に
、
私
の
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
東
京
電
力
さ
ん
と
管

理
技
術
者
さ
ん
、
そ
れ
に
電
気

工
事
屋
さ
ん
の
３
者
連
携
が
い

つ
の
間
に
か
で
き
て
い
て
不
透

明
な
印
象
が
あ
っ
た
。
で
も
テ

ク
ノ
さ
ん
は
明
瞭
に
す
べ
て
報

告
し
て
く
れ
ま
す
」（
同
氏
）

　

同
社
は
２
０
０
９
年
か
ら
通

常
の
テ
ナ
ン
ト
契
約
に
加
え
、

オ
フ
ィ
ス
家
具
な
ど
を
完
備
し

た
低
価
格
の
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ

ス
を
展
開
し
て
い
る
。
時
代
の

要
請
に
応
じ
て
新
し
い
事
業
形

態
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
た
格
好

だ
。
因
習
に
と
ら
わ
れ
な
い
企

業
風
土
は
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
導

入
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

創
進
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ 

株
式

会
社
は
都
内
に
５
棟
の
ビ
ル
を

所
有
し
、
賃
貸
ビ
ル
経
営
を
行

う
企
業
。
テ
ナ
ン
ト
物
件
は
大

塚
、
代
々
木
、
西
新
宿
、
南
青

山
に
あ
り
、
い
ず
れ
も
最
寄
り

駅
か
ら
徒
歩
２
〜
３
分
と
い
う

良
好
な
ア
ク
セ
ス
が
自
慢
だ
。

　

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
導
入
は
２

０
１
１
年
春
。
日
本
テ
ク
ノ
の

営
業
担
当
か
ら
説
明
を
受
け
た

代
表
取
締
役
社
長
の
福
尾
順
由

さ
ん
が
、
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い

と
判
断
し
導
入
を
決
め
た
。
採

用
し
た
の
は
大
塚
と
代
々
木
の

２
棟
。
こ
の
２
棟
は
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
の
あ
る
高
圧
受
電
で
、
ビ

ル
オ
ー
ナ
ー
が
テ
ナ
ン
ト
に
対

し
て
電
気
料
金
の
請
求
管
理
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
決
め
手
は
、
検
針
と
請
求

と
い
う
そ
れ
ま
で
持
て
余
し
て

い
た
２
つ
の
作
業
が
不
要
に
な

る
こ
と
で
し
た
。
毎
月
そ
の
作

業
に
縛
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
し
た
か
ら
」（
同
氏
）

　

そ
れ
ま
で
同
社
で
は
、
設
備

担
当
の
社
員
が
各
棟
に
あ
る
テ

ナ
ン
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
子
メ
ー

タ
ー
を
検
針
し
て
い
た
。
そ
の

検
針
し
た
結
果
を
、
請
求
管
理

の
担
当
者
に
報
告
し
、
毎
月
変

動
す
る
料
金
を
計
算
し
て
請
求

書
を
起
こ
す
。
検
針
の
予
定
日

に
設
備
担
当
者
が
病
気
な
ど
で

急
に
休
ん
だ
場
合
、
福
尾
さ
ん

ポイントは、持て余していた作業がなくなること
24時間の遠隔監視や明瞭な管理体制も

エコテナントユーザーレポート

代表取締役社長の福尾順由さん。

創進ビルディング 株式会社
賃貸ビル経営。通常のテナント契約以外にも、オ
フィス家具付きでインターネット利用料や水道光
熱費が共益費にセットされた格安のレンタルオフィ
スも展開している。
【HP】http://www.tensho-offi  ce.com/

　

北
海
道
札
幌
市
で
鉄
材
業
を
営
む
株
式
会
社 

丸

恵
原
田
商
会
。
同
社
の
鉄
材
は
、橋
梁
・
鉄
筋
・
鉄
骨
・

矢
板
さ
ら
に
は
工
事
用
機
械
・
器
具
な
ど
広
く
利
用

さ
れ
て
い
る
。
原
料
の
く
ず
鉄
を
破
砕
し
て
加
工
所

な
ど
へ
納
品
す
る
の
だ
が
、
そ
の
一
連
の
作
業
に
は

も
ち
ろ
ん
電
力
が
欠
か
せ
な
い
。
２
０
１
１
年
11
月

24
日
、
そ
ん
な
同
社
に
落
雷
事
故
に
よ
る
停
電
が
起

こ
っ
た
。
真
夜
中
の
事
故
発
生
か
ら
仮
復
旧
、
全
面

復
旧
に
至
る
ま
で
の
様
子
を
追
っ
た
。

2011年 11月24日（木）
 02:24 停電事故発生
 03:00  日本テクノ監視センター

から電気管理技術者・酒
井満へ緊急応動要請

 04:00  VT・CT・変圧器の損傷
を確認

 08:30  伏見工事店が現場に到着
 13:30  仮復旧作業完了

※ 変圧器取寄せのため全面復旧は、
11月29日となった。

事故発生から復旧まで

北海道札幌市 ◎ 株式会社 丸恵原田商会

の
手
配
を
要
請
し
た
。

▼
11
月
24
日　

８
時
30
分　

　

要
請
を
受
け
た
伏
見
工
事
店

が
現
場
に
到
着
。
Ｖ
Ｔ
と
Ｃ
Ｔ

の
交
換
を
行
い
、
13
時
30
分
に

仮
復
旧
は
完
了
し
た
。
動
力
用

変
圧
器
の
在
庫
が
な
か
っ
た
の

は
計
算
外
だ
っ
た
が
、
電
灯
部

分
は
使
用
可
能
に
な
り
、
く
ず

鉄
を
受
け
入
れ
る
際
に
使
う
計

量
機
も
稼
働
で
き
た
。「
受
け

入
れ
は
、
不
特
定
多
数
の
業
者

が
出
入
り
す
る
た
め
時
間
や
入

荷
量
が
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
計

量
機
こ
そ
が
こ
の
仕
事
の
生
命

線
な
ん
で
す
」（
清
水
さ
ん
）。

こ
れ
で
取
引
先
と
の
信
頼
は
保

た
れ
た
。
そ
の
後
、
11
月
29
日

に
動
力
用
変
圧
器
は
納
品
さ

れ
、
全
面
復
旧
は
完
了
し
た
。

▼
被
害
と
保
証

　
「
今
回
は
火
災
や
波
及
事
故

に
な
ら
ず
本
当
に
よ
か
っ
た
。

ま
た
工
事
費
用
の
１
７
０
万
８

３
５
０
円
は
、
後
日
『
日
本
テ

ク
ノ
電
気
設
備
保
証
サ
ー
ビ

ス
』
の
適
用
で
、
す
べ
て
免
除

さ
れ
ま
し
た
（
※
保
証
の
範
囲

は
契
約
約
款
に
基
づ
く
）。
事

故
当
初
は
復
旧
を
第
一
優
先
で

考
え
、
金
額
は
二
の
次
で
し
た

が
、
高
額
だ
っ
た
の
で
保
証
サ

ー
ビ
ス
が
あ
っ
て
安
心
で
き
ま

し
た
。
全
面
復
旧
ま
で
の
間
、

仕
事
の
不
便
は
少
し
あ
り
ま
し

た
が
〝
出
費
ゼ
ロ
〞
は
非
常
に

評
価
し
て
い
ま
す
」
と
清
水
さ

ん
は
笑
顔
で
語
っ
た
。

▼
11
月
24
日　

２
時
24
分

　
「
あ
の
日
は
、
夜
１
時
く
ら

い
か
ら
雷
が
激
し
く
鳴
っ
て
、

眠
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
」
と
話

す
の
は
同
社
専
務
取
締
役
の
清

水
浩
明
さ
ん
。
そ
の
後
、
ド
ン

と
い
う
音
と
と
も
に
停
電
が
発

生
。
敷
地
内
に
雷
が
落
ち
た
こ

と
を
認
識
し
た
。
ほ
ぼ
同
時
に

日
本
テ
ク
ノ
監
視
セ
ン
タ
ー
で

も
異
常
を
感
知
し
て
い
た
。

▼
11
月
24
日　

３
時
00
分

　

事
故
を
知
ら
せ
る
電
話
が
日

本
テ
ク
ノ
監
視
セ
ン
タ
ー
か
ら

電
気
管
理
技
術
者
・
酒
井
満
の

も
と
に
入
る
。
酒
井
は
現
場
へ

急
行
し
、
到
着
後
す
ぐ
に
点
検

を
開
始
し
た
。
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

を
開
け
る
と
内
部
は
激
し
い
破

損
。
地
面
か
ら
落
雷
が
伝
わ
る

地
絡
事
故
の
可
能
性
を
示
す
も

の
だ
。
調
査
の
結
果
、Ｖ
Ｔ（
計

器
用
変
圧
器
）、
Ｃ
Ｔ
（
交
流

器
）、
動
力
用
変
圧
器
の
損
傷

を
確
認
。
酒
井
は
日
本
テ
ク
ノ

監
視
セ
ン
タ
ー
へ
協
力
工
事
店

強烈な破壊力の落雷事故
即日の仮復旧でも保証サービスで出費ゼロ

ドキュメントテクノビジネス

大阪府松原市 ◎ 前田恵美子さん宅

約
２
万
円
だ
っ
た
が
、今
で
は
約

１
万
円
に
。電
力
使
用
が
少
な
い

月
は
０
円
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

導
入
後
、
前
田
さ
ん
は
発
電
状

況
を
表
示
す
る
モ
ニ
タ
を
確
認
し

な
が
ら
「
自
家
発
電
で
エ
コ
に
協

力
し
て
い
る
ん
だ
」
と
創
エ
ネ
を

実
感
。
行
動
に
も
変
化
が
現
れ
、

「
寒
い
日
で
も
雨
戸
を
明
け
て
日

差
し
を
取
り
込
み
、
で
き
る
だ
け

電
気
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
コ
ン
セ
ン
ト
も
元
か

ら
抜
く
よ
う
に
な
っ
た
」と
い
う
。

　

電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
昨

今
、
特
に
前
田
さ
ん
宅
の
あ
る
関

西
エ
リ
ア
は
冬
に
10
％
以
上
の
節

電
が
呼
び
掛
け
ら
れ
た
。
自
宅
で

電
気
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
効
率
的

に
活
用
す
る
エ
コ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、

社
会
的
要
請
に
も
か
な
っ
て
い
た
。

　

自
宅
で
発
電
し
、
自
宅
で
使
用

す
る
。
い
わ
ば
電
気
の
〝
自
給
自

足
〞
が
で
き
る
エ
コ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
、
省
エ
ネ
が
求
め
ら
れ
て
い
る

今
、
上
手
に
電
気
と
付
き
合
え
る

一
つ
の
方
法
と
い
え
そ
う
だ
。
そ

ん
な
背
景
か
ら
、
導
入
を
前
向
き

に
考
え
る
人
は
多
い
。
前
田
さ
ん

の
成
功
に
続
く
事
例
は
、
今
後
も

っ
と
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

大
阪
府
松
原
市
在
住
の
前
田
恵

美
子
さ
ん
は
、
母
親
と
２
人
暮
ら

し
。
２
０
１
０
年
10
月
、
そ
の
自

宅
に
日
本
テ
ク
ノ
Ｓ
Ｇ
事
業
部
の

メ
イ
ン
商
品
「
エ
コ
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
を
導
入
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ

内
容
は
太
陽
光
発
電
と
エ
コ
キ
ュ

ー
ト
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

ー
の
セ
ッ
ト
。
ふ
だ
ん
仕
事
で
家

を
空
け
る
こ
と
が
多
い
前
田
さ
ん

が
、
留
守
を
頼
む
母
親
の
安
全
と

環
境
へ
の
配
慮
を
考
え
、
エ
コ
設

備
の
採
用
を
決
め
た
。

　

ペ
ッ
ト
の
犬
も
飼
っ
て
い
る
前

田
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
気
に
し
て

い
た
の
が
火
の
心
配
。
そ
れ
も
今

回
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
と

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
が
導
入
さ
れ
た
こ

と
で
火
の
気
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
も
温

度
過
昇
防
止
や
タ
イ
マ
ー
設
定
、

消
し
忘
れ
防
止
な
ど
多
く
の
安
全

機
能
が
充
実
し
て
い
る
の
で
安
心

し
て
家
を
空
け
ら
れ
る
と
い
う
。

　

オ
ー
ル
電
化
に
な
っ
た
前
田
さ

ん
宅
。
ト
ー
タ
ル
の
光
熱
費
は
大

幅
に
安
く
な
っ
た
。
太
陽
光
発
電

と
割
安
な
夜
間
電
力
が
活
用
さ
れ

て
い
る
か
ら
だ
。
エ
コ
キ
ュ
ー
ト

で
夜
間
に
お
湯
を
沸
か
し
、
太
陽

太陽光発電でエコを実感 家族にも環境にも配慮したエコ設備
SG事業部エコパッケージ導入事例

前田さん宅に設置された計１.72kWの太陽光パネル。

「
省
エ
ネ
の
達
人
」
に
学
ぶ 

エ
コ
ノ
ウ
ハ
ウ

達人たちの映像はBS放送やWEBサイトで

い
た
。
そ
れ
が
ロ
ー
コ
ス

ト
運
営
を
目
指
す
取
り
組

み
の
中
で
、
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
た
。
雨
水
の
利
用

で
あ
る
。
池
の
掃
除
は
天

気
予
報
図
を
確
認
し
、
雨

が
降
り
そ
う
な
タ
イ
ミ
ン

グ
を
見
計
ら
っ
て
行
う
。

水
を
抜
い
て
清
掃
し
、
そ

の
ま
ま
雨
で
池
が
満
た
さ

れ
る
の
を
待
つ
だ
け
だ
。

こ
れ
で
１
年
間
で
水
道
光

熱
費
10
％
削
減
と
い
う
目

標
が
大
き
く
前
進
し
た
。

　

同
施
設
で
は
ほ
か
に

も
、
繁
閑
に
合
わ
せ
て
厨

房
に
あ
る
冷
蔵
庫
の
稼

働
台
数
を
増
減
し
て
食
材

は
そ
の
都
度
移
動
さ
せ
た

り
、
無
駄
づ
か
い
チ
ェ
ッ

ク
の
た
め
の
見
回
り
を
行

う
な
ど
、
多
数
の
「
技
」

を
実
践
し
て
い
る
。

「セミナーハウス常総」
省エネの成果はお客様へ還元したい　雨水も上手に利用しています

【第 70回】2011 年 11月2日放送分
　

水
の
無
駄
づ
か
い
を
な

す
く
の
も
立
派
な
省
エ

ネ
。
安
ら
ぎ
を
与
え
る
中

庭
の
池
で
、
大
き
な
省
エ

ネ
効
果
を
も
た
ら
す「
技
」

を
紹
介
し
よ
う
。

　

こ
こ
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

常
総
（
茨
城
県
つ
く
ば
み

ら
い
市
）
に
は
定
期
的
に

清
掃
が
必
要
な
人
工
の
池

が
あ
る
。
以
前
は
水
を
抜

い
て
清
掃
し
た
後
、
水
道

水
を
使
っ
て
水
を
張
っ
て

池の水は雨水でためる

ぐ
り
の
木
。
夏
場
は
こ
の

木
が
園
舎
に
木
陰
を
つ
く

り
大
き
な
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
の
役
割
を
果
た
す
。

木
陰
の
園
庭
で
遊
ぶ
園
児

も
涼
し
い
環
境
で
過
ご
せ

る
。
園
児
た
ち
が
少
し
で

も
自
然
に
触
れ
合
え
る
よ

う
に
と
考
え
て
植
え
ら
れ

た
、
か
つ
て
は
小
さ
か
っ

た
木
が
、
園
の
歴
史
と
と

も
に
大
き
く
成
長
し
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
役
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
大
き
な
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
の
効
果
を
さ
ら

に
生
か
す
た
め
に
、
園
舎

の
す
べ
て
の
屋
根
に
は
、

遮
熱
塗
装
が
施
さ
れ
て
い

る
。
直
射
日
光
が
当
た
っ

て
も
熱
は
室
内
に
伝
わ
り

に
く
く
な
り
、
空
調
負
荷

は
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
る
。

「緑ヶ丘幼稚園」
樹齢80年のグリーンカーテンが　園児の笑顔を見守ります

【第72回】2011年 11月16日放送分
　

窓
辺
に
ヘ
チ
マ
や
ゴ
ー

ヤ
な
ど
の
植
物
を
つ
た
わ

せ
て
つ
く
る
グ
リ
ー
ン
カ

ー
テ
ン
。
直
射
日
光
が
遮

ら
れ
夏
場
の
空
調
負
荷
を

低
減
さ
せ
る
省
エ
ネ
手
法

だ
。
そ
の
手
法
を
も
っ
と

大
き
な
規
模
で
実
践
で
き

る
「
技
」
が
あ
っ
た
。

　

緑
ヶ
丘
幼
稚
園
（
東
京

都
東
久
留
米
市
）
が
長
年

か
け
て
育
て
上
げ
た
園
庭

一
面
を
覆
う
ほ
ど
の
ど
ん

樹木でグリーンカーテン

り
抜
い
た
穴
に
透
明
の
ア

ク
リ
ル
板
を
据
え
つ
け
、

雨
風
を
防
ぎ
つ
つ
室
内
に

自
然
光
が
入
る
よ
う
に
し

た
。
模
し
た
イ
メ
ー
ジ
は

蛍
光
灯
。
細
長
い
形
で
そ

れ
ま
で
使
っ
て
い
た
蛍
光

灯
と
比
べ
て
も
違
和
感
は

な
い
。

　

ど
れ
ほ
ど
の
光
が
入
る

の
か
予
想
が
つ
か
ぬ
ま
ま

試
み
た
結
果
、
蛍
光
灯
型

の
自
然
採
光
は
思
い
の
ほ

か
効
果
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
今
度
は
水
銀
灯
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
正
方
形
に
近
い

天
井
の
穴
に
ア
ク
リ
ル
板

を
つ
け
て
、
よ
り
大
き
な

自
然
採
光
の
照
明
を
つ
く

っ
た
。
昼
間
の
工
場
内
は

電
気
照
明
の
使
用
時
と
変

わ
ら
ぬ
明
る
さ
を
保
っ
て

い
る
。

「株式会社 大京精研」
加工技術はお手のもの　お金をかけずにアイデアで勝負！

【第76回】2011年 12月14日放送分
　

天
井
の
屋
根
が
あ
る
か

ら
太
陽
の
自
然
光
が
遮
ら

れ
、照
明
が
必
要
に
な
る
。

そ
れ
な
ら
天
井
を
く
り
抜

い
て
室
内
に
光
が
届
く
よ

う
に
す
れ
ば
い
い
。
そ
ん

な
大
胆
な
省
エ
ネ
の「
技
」

が
あ
っ
た
。

　

単
に
天
井
に
穴
を
開
け

る
だ
け
で
は
、
当
然
、
雨

風
は
し
の
げ
な
い
。
そ
こ

で
、
こ
こ
大
京
精
研
（
大

阪
府
門
真
市
）
で
は
、
く

透明アクリル板で自然照明

出
て
い
る
日
中
の
ほ
う
が

恩
恵
を
受
け
や
す
く
な
る

の
で
、
昼
間
に
お
湯
を
利

用
す
る
施
設
で
は
利
用
効

率
は
高
く
な
る
。

　

同
施
設
で
は
、
そ
れ
ま

で
15
℃
前
後
の
水
を
ボ
イ

ラ
ー
で
温
め
て
給
湯
に
利

用
し
て
い
た
。
そ
れ
が
太

陽
熱
シ
ス
テ
ム
の
導
入

で
、
す
で
に
45
〜
50
℃
に

温
め
ら
れ
た
お
湯
を
ボ
イ

ラ
ー
に
回
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
燃

料
の
費
用
が
10
％
節
約
で

き
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
浴
槽
の
未
使
用

時
に
は
、
た
め
た
お
湯
の

上
に
保
温
シ
ー
ト
を
か
ぶ

せ
て
冷
め
な
い
よ
う
な
工

夫
も
し
、
相
乗
効
果
を
図

っ
て
い
る
。

「ハッピー愛ランド」
「我慢をせずに無駄を省く」　全員で乗り越えたエネルギー不足

【第 85回】2012 年 2月15日放送分
　

日
中
か
ら
入
浴
設
備
を

使
用
す
る
介
護
施
設
な
ど

に
は
最
適
の
省
エ
ネ「
技
」

を
紹
介
し
よ
う
。

　

複
合
型
福
祉
施
設
「
ハ

ッ
ピ
ー
愛
ラ
ン
ド
」（
福

島
県
福
島
市
）
が
採
用
し

て
い
る
太
陽
熱
給
湯
シ
ス

テ
ム
の
利
用
だ
。
見
た
目

は
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
に

似
て
い
る
が
、
つ
く
る
も

の
は
電
気
で
は
な
く
、
お

湯
。
当
然
だ
が
、
太
陽
の

風呂のお湯は太陽で沸かす

落雷事故にあったキュービクル。開いた扉には、
強烈な破壊力を持つ落雷の跡が残っている。

光
発
電
で
つ
く
ら

れ
た
余
分
な
電
気

は
売
電
さ
れ
る
。

設
置
し
た
太
陽
光

パ
ネ
ル
は
１
・
72

㌔
㍗
と
小
型
サ
イ

ズ
だ
が
、２
０
１

０
年
度
導
入
分
の

売
電
単
価
は
１
㌔

㍗
時
当
た
り
48
円

で
10
年
間
据
え
置

き
と
決
ま
っ
て
い

た（
２
０
１
２
年
６

月
末
ま
で
は
同
42

円
）。早
期
の
導
入

が
功
を
奏
し
た
よ

う
だ
。以
前
の
光

熱
費
は
多
い
月
で

http://www.eco-tenant.jp/
http://cubicle-hoan.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20111102.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20111116.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20111214.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20120215.html
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http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
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「SMARTMETER」
（スマートメーター）

※「SMARTMETER」（スマートメーター）は日本テクノ（株）の登録商標です。

導入事例

　

電
動
ろ
く
ろ
体
験
、
キ
ャ

ン
ド
ル
づ
く
り
、
オ
ル
ゴ
ー

ル
づ
く
り
、
そ
ば
打
ち
な
ど

沖
縄
と
静
岡
で
７
カ
所
の
体

験
工
房
を
運
営
す
る
有
限
会

社 

ユ
ー
コ
ム
。
沖
縄
県
名

護
市
に
あ
る
体
験
工
房
「
琉

球
窯
」
で
は
、「
シ
ー
サ
ー
」

や
「
や
ち
む
ん
」
と
い
わ
れ

る
沖
縄
伝
統
の
陶
芸
品
が
手

づ
く
り
体
験
で
き
る
。

　

琉
球
窯
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
が
導

入
さ
れ
た
の
は
２
０
１
１
年

４
月
。
代
表
取
締
役
の
浦
辺

孝
三
さ
ん
は
、
本
社
の
あ
る

静
岡
に
い
る
こ
と
が
多
い

が
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
デ
マ
ン
ド

閲
覧
サ
ー
ビ
ス
で
、
現
場
の

電
気
使
用
状
況
は
随
時
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
る
。

　
「
使
用
状
況
の
グ
ラ
フ
を

見
て
、
消
費
電
力
の
多
い
窯

の
使
用
時
間
は
、
ほ
か
の
電

気
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
時
間

帯
に
シ
フ
ト
し
た
ほ
う
が
い

い
と
思
い
ま
し
た
」（
同
氏
）

　

こ
う
し
た
浦
辺
さ
ん
か
ら

の
提
案
は
、
工
房
の
状
況
を

把
握
し
て
い
る
現
場
ス
タ
ッ

フ
の
間
で
議
論
さ
れ
、
対
策

が
講
じ
ら
れ
る
。
窯
の
場
合

は
一
日
の
来
客
数
な
ど
に
応

じ
、夜
間
に
窯
焼
き
を
行
い
、

開
店
前
ま
で
に
終
わ
ら
せ
る

こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

　

も
と
も
と
省
エ
ネ
へ
の
関

心
は
高
く
、
対
角
線
上
に
吸

気
と
排
気
の
換
気
扇
を
設
置

し
空
調
の
負
荷
軽
減
を
図
っ

た
り
、
屋
上
に
雨
水
を
た
め

室
温
調
整
に
利
用
し
た
り
、

天
井
の
一
部
を
ガ
ラ
ス
に
し

て
照
明
を
不
要
に
す
る
と
い

っ
た
工
夫
を
、
５
年
前
の
開

店
当
初
か
ら
施
し
て
い
た
。

店
長
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ

ッ
フ
も
環
境
意
識
に
は
敏
感

で
月
に
１
〜
２
回
は
省
エ
ネ

対
策
会
議
を
開
い
て
い
る
。

　
「
今
度
は
屋
上
に
大
き
な

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し

て
沖
縄
の
強
い
太
陽
の
光
で

無
料
の
電
気
を
つ
く
り
た

い
」
と
浦
辺
さ
ん
。
省
エ
ネ

活
動
は
継
続
さ
れ
て
い
く
。

沖
縄
の
電
気
使
用
状
況
を

静
岡
で
遠
隔
チ
ェッ
ク

現
場
と
の
連
携
で
省
エ
ネ
対
策

沖縄県名護市為又479-5
TEL　0980（43）8660
URL　http://taiken-jp.net/ryukyu/
設立● 2006 年 7月
従業員数●5名
業務内容●沖縄シーサーづくり体験工房

有限会社 ユーコム　琉球窯

有
限
会
社 

ユ
ー
コ
ム　

琉
球
窯

　

株
式
会
社 

河
丁
が
経
営

す
る
「
ホ
テ
ル
河
丁
」
は
熊

本
県
天
草
市
の
天
草
上
島
と

下
島
を
結
ぶ
港
の
近
く
に
建

つ
海
辺
の
宿
。
代
表
取
締
役

の
川
上
昭
和
さ
ん
は
自
ら
包

丁
を
握
る
料
理
人
。
女
将
の

純
子
さ
ん
と
、
娘
で
あ
る
若

女
将
の
小
林
月
子
さ
ん
夫
婦

が
中
心
と
な
っ
て
宿
泊
や
宴

会
客
を
温
か
く
も
て
な
す
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
デ
マ
ン
ド
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
で
電
気
の
使
用

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は

小
林
さ
ん
の
役
割
。「
デ
ー

タ
で
午
前
10
時
を
過
ぎ
た
こ

ろ
に
使
用
量
が
上
が
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
で
も
、

そ
の
時
間
は
お
客
様
が
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
を
済
ま
せ
、
館

内
が
い
っ
た
ん
落
ち
着
く
と

き
。
使
用
量
が
上
が
る
の
は

疑
問
で
し
た
」（
同
氏
）。

　

思
い
返
し
て
み
る
と
、
そ

の
時
間
は
、
館
内
清
掃
が
一

斉
に
始
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
。

数
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
フ
ロ
ア

ご
と
に
分
散
し
て
作
業
す
る

の
で
、
館
内
の
至
る
と
こ
ろ

で
空
調
や
掃
除
機
が
稼
働
し

て
い
た
。
そ
こ
で
小
林
さ
ん

は
清
掃
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ

フ
に
、
１
フ
ロ
ア
ご
と
に
全

員
で
作
業
し
、
終
わ
っ
た
ら

次
の
フ
ロ
ア
に
移
動
し
て
は

ど
う
か
と
提
案
。
こ
れ
で
電

力
使
用
の
ピ
ー
ク
は
抑
え
ら

れ
た
。

　

そ
れ
を
皮
切
り
に
、
未
使

用
ス
ペ
ー
ス
の
消
灯
の
徹

底
、
食
器
洗
浄
機
の
使
用
時

間
設
定
、
冷
蔵
庫
の
季
節
ご

と
の
温
度
調
節
、
厨
房
に
あ

る
冷
蔵
ケ
ー
ス
の
常
時
消

灯
、
風
呂
の
温
度
は
季
節
に

よ
っ
て
調
整
し
て
稼
働
時
間

も
見
直
し
た
。

　

次
々
に
取
り
組
ん
だ
省
エ

ネ
活
動
の
結
果
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

導
入
前
は
１
６
７
㌔
㍗
だ
っ

た
契
約
電
力
は
46
㌔
㍗
減
の

１
２
１
㌔
㍗
ま
で
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

デマン
ド
閲
覧
で
問
題
点
を
確
認

次
々
に
打
ち
出
さ
れ
る

省
エ
ネ
の
取
り
組
み

熊本県天草市志柿町 7102-1
TEL　0969（23）7261
設立●1968 年 7月
従業員数●15 名
業務内容●旅館・結婚披露宴会場

株式会社 河丁

株
式
会
社 

河
丁

　

本
田
技
研
工
業
の
指
定
工

場
と
し
て
高
い
品
質
の
自
動

車
修
理
・
整
備
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
株
式
会
社 

ホ
ン

ダ
ボ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
岡
山
。

同
社
で
は
事
業
活
動
全
般
に

お
け
る
品
質
管
理
や
改
善
、

安
全
対
策
な
ど
へ
の
取
り
組

み
が
活
発
で
、
毎
年
Ｑ
Ｃ
サ

ー
ク
ル
活
動
と
し
て
特
定
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
活
動
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
２
０
１
０
年
の
テ
ー

マ
が
「
電
力
使
用
量
の
最
適

化
」
だ
っ
た
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
は

そ
の
活
動
を
支
え
る
ツ
ー
ル

と
し
て
導
入
さ
れ
た
。

　

Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ

ー
は
ま
ず
、
工
場
内
の
電
気

設
備
の
消
費
電
力
を
１
台
ず

つ
調
査
す
る
こ
と
か
ら
始
め

た
。
業
務
終
了
後
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
モ
ニ
タ
を
活
用
し
て
測

定
。
ど
の
設
備
が
ど
れ
だ
け

電
力
を
消
費
す
る
の
か
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ

の
う
え
で
稼
働
設
備
の
シ
フ

ト
を
調
整
し
な
が
ら
、
電
力

使
用
を
平
準
化
し
、
ピ
ー
ク

が
分
散
さ
れ
る
よ
う
ル
ー
ル

を
策
定
。
さ
ら
に
計
測
し
た

消
費
電
力
量
を
シ
ー
ル
に
し

て
設
備
機
器
に
貼
付
し
、
そ

れ
を
使
う
従
業
員
の
意
識
に

も
働
き
か
け
た
。

　

そ
う
し
た
現
状
把
握
を
終

え
た
段
階
で
、
電
力
使
用
量

の
削
減
目
標
を
５
％
に
し
、

警
報
が
鳴
る
デ
マ
ン
ド
設
定

は
そ
れ
ま
で
の
１
７
５
㌔
㍗

か
ら
１
４
０
㌔
㍗
に
し
た
。

　

警
報
が
鳴
っ
た
と
き
の
対

処
も
細
か
く
決
め
た
。
オ
フ

に
す
る
順
番
は
、
①
フ
ロ
ン

ト
の
空
調
②
工
場
の
空
調
③

工
場
の
水
銀
灯
④
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
⑤
板
金
・
塗
装
集
塵

機
、
そ
れ
ら
に
加
え
業
務
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
蛍
光
灯

を
順
に
切
っ
て
い
く
。
さ
ら

に
水
銀
灯
や
蛍
光
灯
の
間
引

き
、
使
用
電
力
量
の
多
い
乾

燥
機
の
節
電
ル
ー
ル
の
設
定

な
ど
、
明
確
な
方
針
に
基
づ

く
行
動
が
次
々
に
実
行
さ
れ

て
い
っ
た
。

　

活
動
の
成
果
は
、
電
力
使

用
量
で
14
・
２
％
削
減
、
契

約
電
力
で
27
㌔
㍗
削
減
と
い

う
大
き
な
数
字
と
な
っ
て
現

れ
て
い
る
。

テ
ーマ
決
め
か
ら
ル
ー
ル
策
定
ま
で

確
固
と
し
た
取
り
組
み
の
流
れ
が

目
標
を
上
回
る
成
果
へ岡山県岡山市北区今保144-1

TEL　086（246）3221
URL　http://honda-body.jp/
設立●1991年12月
従業員数● 35 名
業務内容●自動車修理及び整備ほか

株式会社 ホンダボディサービス岡山

株
式
会
社 

ホ
ン
ダ
ボ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
岡
山

電
力
ピ
ー
ク
の
原
因
が

「
見
え
る
化
」
の
検
証
で
判
明

電
力
稼
働
の
平
準
化
に
成
功

大阪府大阪市旭区生江3-27-1
TEL　06（6925）8910
URL　http://www.liberta.or.jp/
設立● 2004 年 4月
業務内容●指定介護老人福祉施設

社会福祉法人リベルタ　生江特別養護老人ホーム 白寿荘

社
会
福
祉
法
人
リ
ベ
ル
タ　

生
江
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

白
寿
荘

　
「
生
産
が
増
え
れ
ば
電
気

使
用
量
が
増
え
る
の
も
当
然

で
す
が
、
も
し
そ
れ
を
上
げ

ず
に
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
人
件
費
に
還
元
で
き

る
し
、
新
た
な
機
器
の
購
入

や
研
究
開
発
費
に
も
回
せ

る
」
と
語
る
の
は
、
静
岡
県

焼
津
市
に
あ
る
株
式
会
社 

カ
ネ
ヨ
の
取
締
役
社
長
・
中

山
正
義
さ
ん
。

　

カ
ツ
オ
や
マ
グ
ロ
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
水
産
加
工
品

を
製
造
す
る
創
業
80
年
の
老

舗
。
最
近
は
各
種
メ
デ
ィ
ア

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も

多
く
、
右
肩
上
が
り
の
出
荷

量
が
続
い
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
は
２
０

０
９
年
。
だ
が
、
そ
の
３
年

前
か
ら
パ
ト
ラ
ン
プ
で
デ
マ

ン
ド
警
報
を
知
ら
せ
る
旧
タ

イ
プ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
た
。

　
「
同
じ
警
報
装
置
で
も
パ

ト
ラ
ン
プ
と
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
は
ま

っ
た
く
別
物
だ
と
思
い
ま
し

た
。
一
言
で
い
う
な
ら
〝
パ

ト
ラ
ン
プ
は
受
動
的
、
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
は
能
動
的
〞。
パ
ト
ラ

ン
プ
は
鳴
る
ま
で
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
は
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
電
気
の
使
用
状

況
を
確
認
で
き
る
。
予
測
が

可
能
に
な
り
、
鳴
ら
さ
な
い

よ
う
に
事
前
の
取
り
組
み
も

で
き
ま
す
」（
同
氏
）

　

そ
う
し
て
始
め
た
の
が
、

８
基
あ
る
冷
凍
庫
の
改
善
。

同
時
に
霜
取
り
動
作
を
開
始

し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

タ
イ
マ
ー
制
御
、
庫
内
に
施

し
た
発
泡
ウ
レ
タ
ン
加
工
に

よ
る
断
熱
強
化
な
ど
、
で
き

る
限
り
の
対
策
を
進
め
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
荷
物
の
出
し

入
れ
の
と
き
扉
の
開
閉
を
短

時
間
で
済
ま
せ
る
よ
う
に
従

業
員
の
認
識
を
徹
底
し
た

り
、
警
報
が
鳴
っ
た
と
き
に

は
空
調
を
一
時
止
め
る
な
ど

の
活
動
も
継
続
し
て
い
る
。

生
産
増
で
も
電
気
使
用
量
を

増
加
さ
せ
な
い
目
標
は
、
こ

う
し
て
達
成
さ
れ
て
い
る
。

右
肩
上
が
り
の
業
績
で
も

電
気
使
用
量
は
削
減

省
エ
ネ
も
守
り
か
ら
攻
め
へ

静岡県焼津市小川新町3-9-3
TEL 054（628）2810
URL　http://kaneyo.hs.shopserve.jp/
設立●1932年
従業員数●20名
業務内容●水産加工品製造販売ほか

株
式
会
社 

カ
ネ
ヨ

削
減

削
減0.5%

5 kW

何
が
必
要
で
何
か
不
要
か

「
見
え
る
化
」
で
わ
かった

さ
ま
ざ
ま
な
無
駄

　

こ
だ
わ
り
の
あ
ん
を
つ
く

り
続
け
て
60
年
。
山
梨
県
甲

府
市
に
あ
る
株
式
会
社 

野

中
の
企
業
理
念
は
「
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
よ
り
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
」。「
他
社
で
つ
く
れ
る
も

の
は
つ
く
ら
な
い
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
和
洋
菓
子
や
パ
ン

用
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
あ

ん
を
つ
く
り
続
け
て
い
る
。

　

味
へ
の
こ
だ
わ
り
と
同
様

に
省
エ
ネ
活
動
に
も
妥
協
は

な
い
。
担
当
す
る
の
は
専
務

取
締
役
の
野
中
雄
也
さ
ん
。

２
０
１
１
年
３
月
、
電
力
ピ

ー
ク
の
夏
を
前
に
節
電
対
策

の
一
環
と
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を

導
入
し
た
。
導
入
後
、
野
中

さ
ん
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

表
示
さ
れ
る
電
力
使
用
状
況

に
釘
づ
け
に
な
る
。

　
「
電
力
使
用
状
況
を
確
認

す
る
と
、
工
場
の
稼
働
は
終

わ
っ
て
い
る
の
に
大
き
な
数

値
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
原
因
は
空
調
で
し
た

が
、
そ
れ
を
機
に
掃
除
の
時

間
ま
で
空
調
を
つ
け
る
必
要

は
あ
る
の
か
、
と
い
う
よ
う

な
細
か
な
疑
問
を
洗
い
出
し

ま
し
た
。
最
初
は
手
探
り
で

し
た
が
、
各
機
器
の
消
費
電

力
や
稼
働
状
況
を
調
べ
る
こ

と
で
、
何
が
必
要
で
何
が
不

要
な
電
気
か
わ
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」（
同
氏
）

　

そ
れ
か
ら
は
、
業
務
に
支

障
が
な
い
空
調
と
照
明
、
吸

排
気
フ
ァ
ン
の
警
報
時
停
止

を
徹
底
。
ピ
ー
ク
電
力
抑
制

の
た
め
、
各
冷
蔵
設
備
の
霜

取
り
時
間
を
ず
ら
す
工
夫
も

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
３
台
の

設
備
が
一
斉
に
霜
取
り
し
て

い
た
た
め
デ
マ
ン
ド
を
押
し

上
げ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
モ
ニ
タ
で
電
気

の
使
用
状
況
が
可
視
化
で
き

た
こ
と
か
ら
、
照
明
や
設
備

機
器
、
人
の
動
き
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
無
駄
が
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
た
。
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
あ
ん
を
守
り
続
け
る
た

め
、
こ
だ
わ
り
の
省
エ
ネ
は

継
続
さ
れ
て
い
く
。

山梨県甲府市大里町 755-3
TEL　055（244）0378
URL　http://www.pinkrose.jp/nonaka/nonaka-index.html
設立● 1978年 11月
従業員数●17名
業務内容●あん、菓子の製造販売 ほか

株式会社 野中

　

神
奈
川
県
厚
木
市
に
あ
る

「
厚
木
市
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」

は
、
プ
ー
ル
や
浴
室
、
健
康

ル
ー
ム
な
ど
を
備
え
た
市
営

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
。
こ
の

施
設
の
管
理
・
運
営
を
統
括

し
て
い
る
の
が
、
指
定
管
理

業
者
で
あ
る
三
幸 

株
式
会

社
だ
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
は
同
社

が
施
設
管
理
を
担
当
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
約
１
年
後

の
２
０
１
１
年
７
月
。「
見

え
る
化
」
の
象
徴
で
も
あ
る

モ
ニ
タ
は
多
く
の
ス
タ
ッ
フ

の
目
に
と
ま
る
受
付
に
設
置

し
た
。
設
備
管
理
主
任
の
濱

松
喜
八
郎
さ
ん
は
「
す
べ
て

の
ス
タ
ッ
フ
に
省
エ
ネ
の
意

識
を
持
っ
て
も
ら
い
た
か
っ

た
か
ら
で
す
」
と
話
す
。

　

モ
ニ
タ
の
あ
る
受
付
フ
ロ

ア
に
は
、
接
客
を
担
当
す
る

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い

る
。
一
方
、
設
備
管
理
を
担

当
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
ボ
イ
ラ

室
な
ど
設
備
を
制
御
で
き
る

場
所
に
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
の
よ
う
な
体
制
で
省
エ

ネ
活
動
を
推
進
す
る
に
は
、

モ
ニ
タ
で
数
値
を
確
認
す
る

ス
タ
ッ
フ
と
設
備
の
目
の
前

で
電
気
を
入
り
切
り
す
る
ス

タ
ッ
フ
の
連
携
が
欠
か
せ
な

い
。
互
い
の
連
絡
は
内
線
電

話
や
携
帯
電
話
で
行
わ
れ
、

日
常
的
に
省
エ
ネ
に
関
す
る

会
話
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ま
で
よ

り
も
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
増
え
て
い
く
。

　

多
く
の
目
に
と
ま
る
よ
う

に
と
考
え
た
モ
ニ
タ
設
置
場

所
は
省
エ
ネ
活
動
の
進
展
と

と
も
に
ス
タ
ッ
フ
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促
進
に
も

役
立
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

　

同
施
設
の
温
水
や
空
調

は
、
厚
木
市
環
境
セ
ン
タ
ー

か
ら
出
る
ご
み
焼
却
熱
が
利

用
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と

優
れ
た
環
境
配
慮
が
な
さ
れ

た
施
設
だ
。
そ
の
場
所
に
ふ

さ
わ
し
い
省
エ
ネ
活
動
が
今

日
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

モ
ニ
タ
の
設
置
場
所
は

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
目
に
す
る
受
付

省
エ
ネ
が
生
む
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

神奈川県厚木市金田1156
TEL　046（225）2081
URL　http://www.atsugi-fureai.jp/
設立●1990 年 4月
従業員数● 43名
業務内容●市営コミュニティ施設

厚木市ふれあいプラザ

42.6%

29kW

62kW

27kW

三
幸 

株
式
会
社 

厚
木
市
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　

岩
手
県
に
８
店
舗
、
宮
城

県
に
２
店
舗
の
合
計
10
店
舗

で
総
合
衣
料
、
総
合
食
品
、

日
用
雑
貨
な
ど
を
販
売
す
る

ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
株
式

会
社 

ホ
ー
マ
ス
・
キ
リ
ン

ヤ
。
２
年
前
、
改
正
省
エ
ネ

法
の
施
行
決
定
を
き
っ
か
け

に
独
自
の
省
エ
ネ
活
動
を
開

始
し
た
。
そ
こ
で
削
減
で
き

た
電
気
使
用
量
は
約
10
％
。

　

そ
の
後
さ
ら
な
る
削
減
を

目
指
し
２
０
１
０
年
10
月
に

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
。
対
象
と

な
る
８
店
舗
に
一
斉
採
用
し

た
結
果
、
８
店
全
体
で
16
・

な
ど
を
特
に
注
意
し
ま
し

た
」（
常
務
取
締
役
・
小
野

寺
寛
さ
ん
）。
そ
ん
な
細
か

な
工
夫
が
功
を
奏
し
、
昨
夏

は
空
調
を
一
切
使
わ
ず
に
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

削
減
で
き
た
コ
ス
ト
は
賞

与
や
次
の
省
エ
ネ
設
備
導
入

な
ど
に
充
当
さ
れ
て
い
る
。

「
見
え
る
化
」８
店
舗
一
斉
導
入

競
争
意
識
に
働
き
か
け

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ッ
プ

岩手県一関市大町4-21
TEL　0191（23）4641　
URL　http://www.kirinya.net/
設立●1963 年６月／従業員数●
355名／業務内容●衣料品・食料品・
日用雑貨・酒類の小売りチェーン

株
式
会
社 

ホ
ー
マ
ス
・
キ
リ
ン
ヤ

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）を導入している企業の
「デイリー・ナチュラリー・アクション（日々の自然な行動）」にスポットを当てる導入事例集。
今回は、岩手、神奈川、山梨、静岡、大阪、岡山、熊本、沖縄の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。
なお、各社電力使用量の削減数値は、特に記載があるもの以外（ ）内に示した期間の月平均の前年同月比の値。

設備管理主任の濱松喜八郎さん。

後
２
時
に
２
度
、
電
力
ピ
ー

ク
が
訪
れ
る
。
入
浴
や
食
事

の
時
間
で
は
な
い
し
、
最
初

は
原
因
が
何
か
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
」（
同
氏
）

　

冨
永
さ
ん
は
１
日
の
電
力

グ
ラ
フ
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
職
員
の
行
動
を
確
認
し
て

い
っ
た
。
検
証
の
結
果
、
４

台
あ
る
洗
濯
用
乾
燥
機
が
同

時
に
稼
働
す
る
こ
と
で
、
電

力
ピ
ー
ク
を
押
し
上
げ
て
い

る
こ
と
が
判
明
。そ
れ
以
降
、

稼
働
時
間
を
ず
ら
し
て
同
時

稼
働
は
避
け
、
電
力
ピ
ー
ク

を
平
準
化
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

そ
の
後
も
省
エ
ネ
活
動
は

さ
ら
に
進
め
ら
れ
２
０
１
０

年
５
月
か
ら
は
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
も
着
手
。
共
有
部
分

に
あ
っ
た
約
４
０
０
個
の
照

明
の
う
ち
２
６
０
個
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
し
、
１
１
０
個
を
消
灯

す
る
こ
と
に
。
夏
場
に
は
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
育
成

し
、
屋
上
緑
化
の
た
め
に
菜

園
も
つ
く
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

　

大
阪
府
大
阪
市
の
生
江
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

白
寿

荘
は
、「
地
域
福
祉
」
の
理

念
を
掲
げ
る
高
齢
者
福
祉
施

設
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
支

援
な
ど
の
交
流
拠
点
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
９
年
３
月
の
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
導
入
と
同
時
に
省
エ
ネ

委
員
会
を
発
足
。
事
務
長
の

冨
永
龍
生
さ
ん
が
エ
コ
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
、
本
格
的
な
省

エ
ネ
活
動
を
開
始
し
た
。

　
「
ま
ず
は
デ
マ
ン
ド
閲
覧

サ
ー
ビ
ス
で
、
施
設
の
電
力

使
用
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
確
認

し
て
み
る
と
午
前
10
時
と
午

シ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
栽

培
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
で
、
こ
れ
ま
で
熱
が
こ
も

っ
て
い
た
最
上
階
の
体
感
温

度
は
３
〜
４
℃
下
が
っ
た
と

い
う
。
冨
永
さ
ん
は
、「
人

や
地
域
に
触
れ
合
い
、
大
切

に
し
て
い
こ
う
と
す
る
気
持

ち
が
自
然
と
省
エ
ネ
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
」
の
だ
と
考

え
て
い
る
。

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
た

の
が
大
き
な
成
功
要
因
と
な

っ
た
。
削
減
幅
が
大
き
か
っ

た
店
舗
の
取
り
組
み
は
、
毎

月
行
わ
れ
る
店
長
会
議
で
発

表
し
、
全
店
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
す
る
。
さ
ら
に
同
業
他

社
か
ら
の
情
報
も
積
極
的
に

活
用
し
た
。

　
「
例
え
ば
空
調
を
使
わ
ず

に
冷
蔵
ケ
ー
ス
だ
け
で
夏
場

の
冷
気
を
と
ろ
う
と
し
た
他

社
さ
ん
の
話
で
す
。
冷
蔵
ケ

ー
ス
に
過
重
な
負
荷
が
か
か

り
余
計
に
デ
マ
ン
ド
が
増
え

た
と
い
う
失
敗
を
聞
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
当
社
で
は
冷
蔵

ケ
ー
ス
の
冷
気
吹
き
出
し
口

を
常
に
掃
除
し
た
り
、
商
品

を
置
い
て
ふ
さ
が
な
い
こ
と

（2011年8月～2011年10月）

（2010年11月～2011年8月）

（2010年6月～2011年4月）

琉球窯

カネヨ白寿荘ホテル河丁

ホーマス・キリンヤ野中

厚木市ふれあいプラザ

ホンダボディサービス岡山

削
減

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

契約
電力

契約
電力

電　力
使用量

株
式
会
社 

野
中

株式会社ホーマス・キリンヤ

取締役社長の中山正義さん。

事務長の冨永龍生さん。

代表取締役の川上昭和さん。

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

厚
木
市
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

株式会社 カネヨ

生
江
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

白
寿
荘

20.1%
12kW 削

減
契約
電力

削
減

電　力
使用量

代表取締役の浦辺孝三さん。

30.0%

16.5%

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

＜8店舗合計の全体削減量＞キ
リ
ン
ヤ
グ
ル
ー
プ
・
フ
ー
ド
パ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
バ
リ
ュ
ー
一
関
店

導入店 削減率
大町店 21.0%
一関店 13.0%
前沢店 14.0%
千厩店 18.0%
藤沢店 13.6%
摺沢店 9.9%
古川店 13.5%
水沢店 23.6%
８店全体 16.5%

５
％
の
削
減
に
成

功
し
て
い
る
。

　

各
店
舗
の
削
減

率
を
す
べ
て
「
見

え
る
化
」
し
、「
省

エ
ネ
番
付
」
を
発

表
。
競
争
意
識
に

働
き
か
け
て
モ
チ

専務取締役の野中雄也さん。

32kW
（2011年4月～2011年9月）

削
減

契約
電力

30.9%削減電　力
使用量

（2010年3月～翌年2月と2004年3月～翌年2月の比較）

（2010年4月～翌年3月と2008年4月～翌年３月の比較）

14.2%
板
金
・
塗
装
に
関
す
る
高
度
な
技

術
と
業
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
設
備

を
備
え
る
同
社
工
場
。

46kW
（2010年7月～2011年6月）

削
減

契約
電力

削
減

電　力
使用量 6.7%

海
辺
に
建
つ
ホ
テ
ル
河
丁
。

（2011年10月～2011年11月）

http://www.n-techno.org/


（ 8 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 春季　【季刊】

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は小紙では
負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル

を
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
出
題
範
囲
は
本
紙

前
号
（
27
号
）
の
掲
載
記
事
。
会
社

や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使
っ

て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

の
も
い
い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知

識
の
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

環境問
題

常識テ
スト

答えはネットで
下記サイトに解答掲載！！
http://econews.jp/

太陽光や風力など自然の中で
繰り返される現象の中から取
り出して使用するエネルギー
を何と呼ぶ？

a
b
c
d

再生可能エネルギー

原子力エネルギー

核融合エネルギー

枯渇性エネルギー

Question
1

カーボン・オフセットを深化さ
せたもので、温室効果ガス排
出量の全量を削減する取り組
みは？

a
b
c
d

カーボン ･フット・プリント

カーボン ･クレジット

カーボン ･ニュートラル

カーボン・ナノチューブ

Question
2

2011 年 10 月31日、地球上
の人口は何人になったと推計
されている？

a
b
c
d

7億人

70億人

700億人

7000億人

Question
3

2012 年７月に運転を開始する
日本テクノ発電所の名称は次
のうちどれ？

a
b
c
d

袖ヶ浦グリーンパワー

袖ヶ浦エコパワー

袖ヶ浦スマートパワー

袖ヶ浦テクノパワー

Question
4

日本テクノ特製ポストカードセットプレゼント
正解者の中から抽選で 20 名の方に、「日本テクノ特製ポストカードセ
ット」をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記
のうえ、下記あて先までご郵送ください。
また今回から環境市場新聞WEB サイトから応募できるようになりま
した。下記 URL にアクセスし必要事項をご入力ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締め切り
は 2012 年 6 月 29 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【環境市場新聞WEBサイト】http://econews.jp

●タテのカギ●
②  英語でAir。最近は都会で
も、わりときれい。

③  余分な枝を切って、庭のお
手入れ。

⑤  バネを使う○○○イで動か
せばCO2は排出ゼロ。

⑦  オゾン層の破壊が深刻なの
は北極と○○○ョク。

⑧  ○○ネとは、菜の花の別名
またはその種のこと。

●ヨコのカギ●
①  合格だ！　○○ラ咲く。
③  ロンドン五輪の○○カリレ
ーがもうすぐ始まる。

④  ノ○○○は田植えの時期だ。
⑤  春場所は横綱と大○○が活躍。
⑥  ５面にエコ○○ントの記事。
⑧  サッカーはイレブン、では春
のセンバツで熱い野球は？

⑨   春の日がまぶしくて目をパ
チパチと○○○キ。

● 服を洗濯バサミで傷めたくないときは、食品包
装用ラップを小さくたたんで、洗濯物と洗濯バ
サミとの間に挟むと服が傷つきません。
● あまった根菜類は酢漬けにしておくと、よい漬物
になって、おいしく長持ちします。

皆さんが取り組んでいる「おばあちゃんの知恵
袋」的な省エネ・省資源の知恵（ワザ？）を紹
介するコーナーです。皆さんの「こんなこと、
やっているよ」をどしどしお寄せください。楽し
みにお待ちしています！!

皆さんの「もったいない」に通じる省エネ・省資
源の取り組みをお寄せください。
おばあちゃんがやっていた何気ない習慣、裏ワザ
的なもの、思いつきでやってみたこと……。
環境保全につながる取り組みならどんな小さなこ
とでもＯＫです。
本紙のこのコーナーで紹介させていただいた素
敵な〝知恵〟のご提供者には記念品を進呈いた
します。ご応募は、日本テクノ「おばあちゃんの
知恵袋」係まで連絡先を明記のうえハガキにて
ご送付ください。または下記WEBサイトでも受
け付けています。

おばあちゃんの知恵、大募集 !!

例えば

検 索日本テクノ　知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

前号
の
答え

answer

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ1 …… d
再生可能エネルギー特別措置法

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ2 …… c
ＩＳＯ５０００１

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ3 …… b
海洋汚染防止条約

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ4 …… a
パワーコンディショナー

第二十八回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

因果倶時 いんがぐじ

【ダイジェスト版】

でんでんみと情
報

（2012年 2月15日発行
第49号より）

●でんでん・みと情報
水戸グループで飼わ
れている猫のでんで
んというキャラクター
が、飼い主たちの業
務活動や社会動向、
電気関連の豆知識な
どを猫の語り口で紹介
していく。

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協 

水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行 

情
報
誌

　

今
回
は
、
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
の
水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行
『
で
ん
で

ん
・
み
と
情
報
』
第
49
号
か
ら
。
神
奈

川
県
横
須
賀
市
に
あ
る
記
念
艦「
三
笠
」

を
見
学
し
た
親
方
の
感
激
ぶ
り
に
猫
の

で
ん
で
ん
は
…
…
。

れ
た
戦
艦
で
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
日
本
が
購
入
し
、

日
露
戦
争
で
は
連
合
艦
隊
の
旗
艦
と
し
て
、
東
郷

平
八
郎
司
令
長
官
が
乗
艦
い
た
し
ま
し
た
。
１
９

０
５
年
の
日
本
海
海
戦
に
お
い
て
は
、
帝
政
ロ
シ

ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
に
対
し
圧
倒
的
な
勝
利
を

導
い
た
こ
と
も
有
名
で
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
『
坂
の
上
の
雲
』
で
戦
艦
・
三
笠
の

戦
闘
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
お
り
、
国
民
的
関
心
も

高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
」

　

吾
輩
は
電
気
管
理
技
術
者
の
親
方
た
ち
に
飼
わ

れ
て
い
る
猫
の
〝
で
ん
で
ん
〞
で
あ
る
。
こ
の
場

所
は
い
わ
ゆ
る
事
務
所
、
オ
フ
ィ
ス
で
あ
る
。
オ

フ
ィ
ス
と
い
え
ば
通
常
、
夜
間
は
無
人
に
な
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
場
所
に
住
ま
う
吾
輩
は
、
ふ
だ
ん

夜
間
の
警
備
も
担
当
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
月
に
幾
度
と
な
く
、
無
人
に
な
ら
な
い

夜
が
あ
る
。
親
方
た
ち
の
誰
か
が
、
泊
ま
り
込
む

の
だ
。
大
抵
は
、
突
発
的
な
電
気
事
故
の
対
応
な

ど
で
帰
社
が
遅
れ
、
そ
の
ま
ま
ソ
フ
ァ
ー
に
身
を

横
た
え
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　

そ
の
日
、そ
の
長
い
す
を
ベ
ッ
ド
に
し
た
の
は
、

吾
輩
が
寝
言
殿
と
呼
ん
で
い
る
親
方
だ
っ
た
。
彼

は
、
眠
っ
て
い
る
人
間
と
は
思
え
ぬ
明
瞭
な
口
ぶ

り
で
、
寝
言
を
披
露
す
る
。

　

寝
言
殿
は
先
頃
、
横
須
賀
に
あ
る
記
念
艦
「
三

笠
」
を
見
学
し
て
き
た
ば
か
り
。
記
念
に
買
っ
た

と
い
う
そ
の
戦
艦
の
プ
ラ
モ
デ
ル
を
抱
え
て
、
子

ど
も
の
よ
う
な
笑
い
を
顔
中
に
は
り
付
け
な
が
ら

「
か
っ
こ
い
い
な
、
す
ご
い
で
し
ょ
」
と
ほ
か
の

親
方
た
ち
に
自
慢
し
て
い
た
。

　

吾
輩
は
心
地
よ
い
午
睡
に
は
格
別
の
こ
だ
わ
り

が
あ
る
。
だ
が
、
夜
間
の
睡
眠
に
は
そ
れ
ほ
ど
の

執
着
は
な
い
。
だ
か
ら
内
容
ま
で
も
予
想
で
き
る

寝
言
殿
の
寝
言
を
な
ん
と
な
く
楽
し
み
に
待
っ

た
。
そ
し
て
、
期
待
は
裏
切
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
「
三
笠
は
１
９
０
２
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
建
造
さ

日
露
戦
争
で
連
合
艦
隊

の
旗
艦
だ
っ
た「
三
笠
」

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
、
マ
ス
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
５
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
環
境
問
題
に
関
係
あ
る
言
葉
を
つ
く
り
ま

す
。
そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
が

少
な
い
こ
と
。

─ ７ ─
　

あ
な
た
の
自
己
イ
メ
ー
ジ

は
健
全
だ
ろ
う
か
？　

私
の

研
修
の
参
加
者
の
安
藤
昌
和

さ
ん
は
「
私
は
ル
ー
ト
ワ
ー

ク
し
か
能
力
の
な
い
人
間
で

す
」
と
感
想
文
に
書
い
て
い

た
。
安
藤
さ
ん
は
現
状
に
と

ら
わ
れ
て
い
て
そ
こ
か
ら
出

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の

自
分
の
気
持
ち
を
言
っ
た
の

だ
ろ
う
。
つ
ま
り
自
分
自
身

で
つ
く
り
出
し
た
心
の
牢
獄

に
と
ら
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

現
代
は
挑
戦
の
時
代
だ
。

主
体
性
を
発
揮
し
て
い
か
に

挑
戦
す
る
か
だ
。
今
の
安
藤

さ
ん
だ
と
、
挑
戦
す
れ
ば
で

き
た
こ
と
で
も
、
挑
戦
し
な

い
だ
ろ
う
。
本
来
、
人
間
の

脳
は
誰
し
も
無
限
の
資
源
を

持
っ
て
い
る
も
の
だ
。
自
分

で
課
し
た
制
限
以
外
、
何
の

制
約
も
な
い
の
だ
。

　

安
藤
さ
ん
は
、
営
業
部
門

に
所
属
し
て
い
る
。
ル
ー
ト

ワ
ー
ク
で
は
誰
よ
り
も
高
い

評
価
を
得
て
い
る
が
、
営
業

力
で
は
部
門
の
重
荷
に
な
っ

て
い
る
。
営
業
訪
問
も
し
な

い
の
で
、
行
動
力
が
な
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

自
己
啓
発
の
権
威
と
し
て

有
名
な
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ロ
ビ

ン
ズ
は
「
こ
の
世
に
行
動
力

の
な
い
人
な
ん
て
い
な
い
。

た
だ
〝
行
動
し
た
く
な
い
意

味
づ
け
〞
を
し
て
し
ま
っ
て

い
る
人
が
い
る
だ
け
だ
」
と

言
っ
て
い
る
。
安
藤
さ
ん
の

場
合
も
同
じ
だ
。

　

人
間
の
行
動
の
90
％
は
潜

在
意
識
の
影
響
を
受
け
て
い

る
と
い
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

営
業
訪
問
は
嫌
だ
、
と
思
っ

て
い
る
人
は
「
過
去
に
お
客

様
に
断
ら
れ
た
、
嫌
な
顔
を

さ
れ
た
、
話
を
聞
い
て
く
れ

な
か
っ
た
」
な
ど
の
経
験
が

潜
在
意
識
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
の
だ
。
そ
れ
が
行
動

し
た
く
な
い
意
味
づ
け
と
な

り
、
行
動
力
が
低
下
す
る
。

因い
ん

果が

倶ぐ

時じ

だ
。
意
味
づ
け
を

変
え
る
こ
と
だ
。

　

私
は
安
藤
さ
ん
に
言
っ
た
。

「
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
の
片
手
間

に
１
日
１
件
の
営
業
訪
問
を

継
続
し
て
実
行
す
れ
ば
１
年

後
に
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ

ン
で
す
」。
１
日
１
件
な
ら

や
れ
ば
で
き
る
こ
と
だ
。
そ

れ
を
継
続
的
に
実
行
す
る
こ

と
で
本
気
度
が
高
ま
り
訪
問

件
数
が
劇
的
に
上
が
り
潜
在

意
識
が
入
れ
替
わ
る
の
だ
。

　

安
藤
さ
ん
は
本
気
の
人

だ
。
だ
か
ら
た
っ
た
１
日
１

件
の
ス
タ
ー
ト
で
も
、
そ
れ

が
１
年
後
に
は
大
き
な
結
果

に
つ
な
が
る
の
は
目
に
見
え

て
い
る
。
因
果
倶
時
だ
。

　

眠
り
な
が
ら
滑
ら
か

に
口
を
動
か
す
寝
言
殿

の
面
持
ち
は
、
か
す
か

に
緊
張
し
て
い
た
。
そ

こ
は
ど
ん
な
場
面
な
の

か
、
吾
輩
は
の
ぞ
い
て

み
た
い
と
思
っ
た
。

　

寝
言
殿
の
机
の
上
に

は
つ
く
り
か
け
の
模
型

が
置
か
れ
て
い
る
。

牛乳パックの空き
箱を洗って、開い
た「側面」と「底」
を切り離して再利用。
「側面」は肉や魚を切るとき、まな
板に乗せて切れば、まな板を汚さ
ずに済みます。「底」の部分はカレ
ーやシチューの鍋を洗うとき、あらか
じめこれでそぎ落とせば、楽に洗え
ます。　　　　 （福岡県・内川さん）

今回は
こんな知恵を
提供して

いただきました！

　
「
震
災
後
の
厳
し
い
状

況
の
中
で
も
お
客
様
の
励

ま
し
の
声
は
届
い
て
い
ま

し
た
。
再
開
で
き
て
本
当

に
う
れ
し
か
っ
た
」
と
東

洋
健
康
セ
ン
タ
ー
の
総
支

配
人
・
渡
邉
秀
樹
さ
ん
は
、

笑
顔
を
見
せ
た
。

　

館
内
に
大
衆
演
劇
場
も

あ
る
福
島
県
郡
山
市
の
健

康
ラ
ン
ド
。
東
日
本
大
震

災
の
発
生
当
日
は
約
４
０

０
人
の
入
場
客
が
い
た
。

館
内
は
が
れ
き
の
山
で
足

の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
の

被
害
を
受
け
た
。
帰
宅
困

難
者
の
た
め
に
大
型
バ
ス

２
台
を
用
意
し
て
一
時

的
に
車
中
で
過
ご
し
て

も
ら
う
。
最
後
の
３
人

を
送
り
出
し
た
の
は
２

日
目
の
夕
方
だ
っ
た
。

　

翌
日
か
ら
は
幹
部
が

交
代
で
悲
惨
な
姿
に
変

わ
り
果
て
た
施
設
の
玄

関
前
に
立
ち
、
門
番
を

し
た
。「
大
丈
夫
で
し
た

か
。
い
つ
か
ら
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
か
？
」「
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

の
励
ま
し
の
声
を
聞
き

な
が
ら
毎
日
を
過
ご
す
。

　

銀
行
か
ら
の
融
資
を

待
ち
続
け
、
よ
う
や
く

５
月
末
か
ら
復
旧

工
事
が
始
ま
る
。

７
月
７
日
を
オ

ー
プ
ン
日
と
決

め
、
幹
部
が
先

頭
に
立
っ
て
営
業

再
開
の
準
備
を
進
め
た
。

　

オ
ー
プ
ン
後
、
客
足

は
す
ぐ
に
戻
っ
た
。
祝

い
の
手
土
産
を
持
参
す

る
人
も
い
た
。
憩
い
の

場
と
し
て
、
多
く
の
人

に
愛
さ
れ
て
い
た
施
設

が
、
ま
た
一
つ
復
興
を

遂
げ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生

時
、
郡
山
駅
前
の
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
８
階
に
あ
る

日
本
テ
ク
ノ
郡
山
営
業

所
に
は
、
所
長
ら
３
名

が
在
席
し
て
い
た
。
揺

れ
が
お
さ
ま
る
の
を
確

認
し
全
員
が
１
階
ま
で

避
難
し
た
。
残
り
の
所

員
５
名
と
技
術
者
６
名

の
無
事
は
23
時
を
過
ぎ

て
か
ら
よ
う
や
く

確
認
で
き
た
。

　

翌
週
か
ら
の

復
旧
作
業
は
時

間
と
の
戦
い
だ

っ
た
。
一
例
を
あ

げ
れ
ば
、
地
震
で
工
場

が
倒
壊
し
た
ユ
ー
ザ
ー
。

契
約
直
後
だ
っ
た
が
別

の
場
所
で
の
営
業
開
始

を
希
望
し
、
郡
山
営
業

所
の
担
当
者
は
、
混
乱

の
中
、
１
週
間
で
移
設

手
続
き
を
完
了
す
る
よ

う
奔
走
し
た
。

　

管
内
で
は
復
旧
後
の
事

故
も
よ
く
耳
に
し
た
。
地

盤
の
ひ
ず
み
が
原
因
で
地

下
埋
設
の
高
圧
ケ
ー
ブ
ル

が
破
損
す
る
ケ
ー
ス
だ
。

だ
が
、
日
本
テ
ク
ノ
で
は

点
検
時
の
必
須
項
目
に
ケ

ー
ブ
ル
単
体
の
点
検
を
加

え
て
い
る
た
め
、
破
損
部

を
事
前
に
発
見
で
き
た
。

放
置
す
れ
ば
大
規
模
な
事

故
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

　

当
初
日
本
テ
ク
ノ
で
は

原
発
事
故
の
影
響
を
考
慮

し
特
定
避
難
勧
奨
地
点
へ

の
出
動
を
控
え
て
い
た
が

「
お
客
様
が
心
配
な
の
で
、

こ
っ
そ
り
確
認
に
行
っ
た
」

と
今
に
な
っ
て
打
ち
明
け

る
所
員
も
い
る
。
復
旧
を

迅
速
に
進
め
ら
れ
た
の
は
、

そ
ん
な
所
員
た
ち
の
行
動

が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

日本のために、ユーザーのために、 日本テクノは何ができるかを考えながら、企業活動を行っていきます。

7Scene

8Scene

日本テクノ特製ポストカードセットプレゼント

営業再開まで約４カ月、毎日届いていた励ましの声

「
東
洋
健
康
セ
ン
タ
ー
」
に
あ

る
大
衆
演
劇
場
「
え
び
す
座
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復旧後の事故を未然に防ぐ点検作業

テクノユーザー

復興への歩み

被災地営業所

復興支援活動
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　色とりどりの花や新緑が芽吹き、目に楽しい季節がやっ
てきました。出会いや別れの思い出と一緒に、心を和ませ
てくれた桜も、あっという間に散っていきますね。
　気温が 20℃を超える５月から６月にかけては、夏に大活

躍する朝顔やゴーヤの種まきに最適な季節。おばあちゃんの
家でも、ゴールデンウィークが明けたら朝顔の種まきが始まります。皆さんが、
ふだん目にしている朝顔も、古くからある日本種、大きく成長してたくさんの
花をつける西洋朝顔、大きな葉っぱの琉球朝顔、八重の花びらをつける変わり
種……と、たくさん種類があるのよ。昼顔や夕顔、サツマイモなども名前は違
うけれど同じ仲間。サツマイモにピンク色のきれいな花が咲くって知ってる？
　そうそう、夏のイメージが強い朝顔だけれど、西洋朝顔は８月末から 10 月に
かけて、日本種よりも少し遅れて開花するのが特徴なんです。今年のグリーン
カーテンは、いろいろな朝顔を育てて、楽しんでみてはいかがですか。

「この世に行動力のない人な
んていない。ただ〝行動した
くない意味づけ〟をしてしま
っている人がいるだけだ」

アンソニー・ロビンズ

現在の郡山営業所所内の様子。
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